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世界の街から 歴史を刻む米国の女子大学を訪ねて歴史を刻む米国の女子大学を訪ねて
〜米国　サウスハドリー・ブリンマー・ウェルズリー・ノートルダム〜米国　サウスハドリー・ブリンマー・ウェルズリー・ノートルダム

マウント・ホリヨーク・カレッジのウィリストン図書
館　この大学は1837年に創立した全米初の女子大学
で、マサチューセッツ州サウスハドリーにある。米国
の女子教育のパイオニア的存在であり、質の高いリベ
ラルアーツ教育を維持しながら、様々な革新的な取組
も行なっている。例えば、米国で最初にAからFのア
ルファベットを使った成績評価を実施した大学と言わ
れている。キャンパスの中心に位置するウィリストン
図書館は米国のリベラルアーツ教育を後押ししてきた
女子大学の歴史を強く感じる場所である。図書館内部
も歴史を感じる場所だが、配架されている図書は新刊
から古書まで大変豊かである。学生たちがゆったりと
した時間を過ごせる場所でもある。なお、同大学は近
隣の5名門大学と協定を結んでおり、科目履修が可能
であるため、開放的な雰囲気が漂うキャンパスである。

　

米
国
の
女
子
大
学
は
全
て
私
立
で
、
２
０

２
４
年
に
は
合
計
で
26
大
学
で
あ
っ
た
。
１

９
６
０
年
代
に
は
２
８
１
大
学
も
あ
っ
た
の

で
、
ピ
ー
ク
時
よ
り
か
な
り
減
少
し
た
と
言

え
る
。
日
本
で
は
、
２
０
２
４
年
度
、
国
公

私
立
合
わ
せ
て
75
大
学
が
女
子
大
学
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
と
比
較
し
て

も
米
国
の
女
子
大
学
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
、
日
本
で
も
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を

背
景
に
女
子
大
数
は
１
９
６
０
年
代
に
急
増

し
て
、
し
ば
ら
く
は
80
〜
90
校
台
で
推
移
し

て
い
た
が
、
１
９
９
８
年
に
98
校
で
ピ
ー
ク



ブリンマー・カレッジのカナデイ図書館　ペンシルベ
ニア州ブリンマー（フィラデルフィア郊外）にある女
子リベラルアーツカレッジ（大学院は男女共学）。1885
年にキリスト友

ゆう

会
かい

（クエーカー）により創立され、米
国の女子大学として初めて博士の学位を授与した。学
士課程の学生も研究の機会が与えられ、教員の指導の
下で、研究を行うことができる。卒業生の多くが、他
大学の医学部や博士課程を含む大学院へ進学する。

付近の他大学を結ぶ巡回バス　近隣のハベフォード大
学、ペンシルベニア州立大学、スワスモア大学と提携
しているため、ブリンマーの学生はこれらの大学にお
いても科目を履修できる。このバスはブリンマー・カ
レッジとハベフォード大学を結ぶ巡回サービスを提供
している。

を
迎
え
た
後
は
減
少
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。

　

１
８
０
０
年
初
頭
の
米
国
の
大
学
は
男
子
だ
け

に
開
放
さ
れ
て
い
て
、
女
子
教
育
は
家
庭
内
や
地

元
の
小
学
校
な
ど
で
細
々
と
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

後
の
女
子
大
学
設
立
に
貢
献
し
た
の
は
、
18
世
紀
か

ら
19
世
紀
初
頭
に
存
在
し
て
い
た
女
性
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
リ
ー（
神
学
校
）で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
サ
ウ
ス
ハ
ド
リ
ー
に
１
８

３
７
年
に
開
設
さ
れ
た
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
ヨ
ー
ク
女

子
神
学
校
は
後
に
米
国
初
の
女
子
大
学
と
な
っ
た

マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
ヨ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
を
開
学
し
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
こ
の
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ

ヨ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
を
含
む
米
国
に
現
存
す
る
４
つ

の
女
子
大
学
で
あ
る
。
こ
の
内
、
東
部
の
州
に
あ
る

マ
ウ
ン
ト・ホ
リ
ヨ
ー
ク・カ
レ
ッ
ジ
、ブ
リ
ン
マ
ー・

カ
レ
ッ
ジ
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
・
カ
ッ
レ
ジ
は
「
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
」
と
言
わ

れ
て
い
た
米
国
の
名
門
女
子
大
学
７
校
の
３
つ
で
、
伝
統
あ
る
少
数
精
鋭
教
育

を
行
っ
て
い
る
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
。
共
学
化
あ
る
い
は
総
合
大
学
に
吸
収
さ
れ
た
大
学
を
除
く
と

現
在
で
は
５
校
に
減
っ
て
は
い
る
が
、「
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
」
と
い
う
名
前
は

世
界
最
高
峰
の
女
子
大
学
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
セ
イ
ン
ト・

メ
ア
リ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
１
８
４
４
年
に
創
立
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
私
立
女
子
大
学
で
あ
り
、
初
め
て
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
る
神
学

の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
た
大
学
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
大
学
を
訪
問
し
て
共
通
に
感
じ
た
こ
と
は
、
米
国
の
女
子
大
学
に

お
け
る
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
少
数
精
鋭
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
歴
史
と
全

米
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
た
大
学
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
。



ウェルズリー・カレッジのクラップ図書館　図書館横
のラウンジエリアには、歴代学長の肖像画が並び、ウェ
ルズリー・カレッジの歴史を感じる場所である。

ウェルズリー・カレッジ　サイエンスセンター　新築
のサイエンス・センターの壁には、歴代の優秀な卒業
生の業績などが展示されている。

ウェルズリー・カレッジのグリーン・ファウンダーズホール　マサチューセッツ州ウェルズリーで1870年に創立
され、オルブライト元国務長官やヒラリー・クリントンが卒業した大学。世界を変革する女性リーダーの育成に
力を注ぐ名門リベラルアーツカレッジである。卒業生の絆が強く、寄附金の額も多いことで有名。近隣のマサチュー
セッツ工科大学（MIT）でも授業を受けることができる。グリーンの多いキャンパスは青空の下で輝いていたが、
その美しさにも感銘した。



インディアナ州ノートルダムにあるセイント・メアリー
ズ・カレッジのル・マンズホール 　キャンパスの「城」
として親しまれている。もとは修道女の生活空間として
つくられたキャンパス内で最も歴史のある建物である。
キャンパス中央に位置し、1階には学長室をはじめとす
る執務室の他に、学生課などの様々な事務室がある。2
階から4階は学生寮であり、事務室や授業が行われてい
る建物が近いので、とても便利な位置にある。右の写真は、
ル・マンズホールの歴史を感じる長い廊下。学生が必要
とする学務や財務関連の事務室が並んでいて、便利な建
物でもある。



都市の緑 3 表彰  第 44 回「緑の都市賞」内閣総理大臣賞

命をつなぐ PROJECT
愛知県知多市・東海市・大府市

工業地帯と住宅地を
隔てるように緑地帯
が続いている。すぐ
横を東海市から知多
市をつなぐ西知多産
業道路が通る。

緑と暮らす

【第6回】

　
愛
知
県
知
多
半
島
の
北
西
部
に
は
中
京
工
業
地
帯
の

一
角
を
な
す
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

工
場
群
と
住
宅
街
の
間
の
緑
地
帯
（
幅
１
０
０
ｍ
、
長

さ
10
㎞
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
で
緑
を
守
る
活
動
を
す

る
団
体
「
命
を
つ
な
ぐPROJECT

」
が
、
２
０
２
４

年
10
月
、
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
主
催
の
「
緑

の
都
市
賞
」（
特
別
協
賛
・
一
般
財
団
法
人
第
一
生
命

財
団
）
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
１
９
６
０
年
代
に
沿
岸
部
を

埋
め
立
て
て
建
設
さ
れ
、
工
場
と
住
宅
街
を
隔
て
る
た

め
に
緑
地
が
造
成
さ
れ
た
。
そ
の
管
理
は
工
場
を
経
営

す
る
企
業
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
に

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
（
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議
）
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の

環
境
保
全
活
動
や
環
境
教
育
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
支
援
協
会
が
「
命
を
つ
な
ぐ

PROJECT

」
を
提
案
し
、
２
０
１
１
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
企
業
や
自
治
体
、
大
学
、
関

連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
が
、
実
際
の
活
動
の

主
体
は
学
生
組
織
で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
、
ビ
オ
ト
ー

プ
の
整
備
、
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ
の
造
成
、
外
来
種

の
駆
除
、
在
来
種
の
育
成
、
動
植
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
向
け
た
緑
地
見
学
会
や
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
発
刊
な
ど
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。



プロジェクトに参加する大同特殊鋼株式会社知多工場にあるビオトープ（2008年整備）　工場の西側には広さ
1500m2 の大きなビオトープがある。学生組織が中心となって、外来種の駆除や清掃活動などを行っている。この
池にはチョウトンボなど多くのトンボが生息している。

プロジェクトの一環で2016
年に整備したビオトープ　工
場東側に、動物の水飲み場や
水生昆虫が生きるビオトー
プをつくった。水場の効果か、
ビオトープに設置したカメ
ラで、タヌキが約 40 年ぶり
に観察された（写真左）。

アニマルパスウェイ（大同特殊鋼株式会社）
　動物たちが緑地帯を自由に行き来できる
ように、日本製鉄株式会社との境界にある
フェンスの一部を切って、動物の抜け穴を
つくっている。フェンスの向こう側が日本
製鉄株式会社の敷地。



中新田緑地のビオトープ　ミナミメダカやアキアカネなど、季節ごとに
さまざまな生き物が生息している。右奥に見えるのが、愛知製鋼株式会
社知多工場。 メジロ　（2024 年 11 月撮影）

アキアカネ（2023 年 11 月撮影）

プロジェクトに参加する愛知製鋼株式会社の中新田緑地　愛知製鋼株式会社知多工場では、樹木が育ちにくい臨
海部の埋め立て地においても成木を植林するなどの工夫をして豊かな緑地を育成している。猛禽類（オオタカ、
ハイタカなど）、鳥類（セッカなど）、昆虫類（ギンヤンマ、ナミアゲハなど）、植物（ヤマザクラ、コナラ、エノ
キなど）、魚類（ミナミメダカなど）、ほ乳類（ホンドタヌキ、ホンドキツネなど）など、50 種の指標種が集まる
環境づくりに向けた取り組みを進めている。2023 年度までに確認された指標種は 22 種だったが、2024 年 2 月か
ら 6 月に大規模な整備を行った結果、29 種に増えた（2024 年 10 月時点）。とくに小川や池のまわりにたくさん
の樹木を植樹したため、これまで見られなかった昆虫の生息も確認された。



緑地で植物の説明を受ける子どもたち　「命をつなぐ PROJECT」では、地域の人々に緑地帯の自然を体験しても
らうためのイベントを多数行っている。写真は、プロジェクトで連携している 13 の企業が緑地を一斉に開放する

『Love! Green Day』。このイベントは毎年行っていて、企業の担当者や大学生が緑地を案内する。また、緑地から
取り除いた外来種を使用したネイチャークラフト体験、炊き込みご飯体験なども行っている。

緑地から取り除いた竹を使った炊き込みご飯の体験　「命をつなぐ
PROJECT」が毎年 12 月に行っているイベント「Green smile Festa」で、
企業の緑地帯で増えすぎたモウソウチク（孟宗竹）を取り除いて再利
用して、炊き込みご飯を炊き、イベント参加者へ振る舞った。
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10

◆◆
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

中
村
高
康

な
か
む
ら　

た
か
や
す
／
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

教
授
／
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

　

本
誌
の
編
集
委
員
を
拝
命
し
て
か
ら
２
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
こ
の
巻
頭

エ
ッ
セ
イ
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
。
委
員
を
お
引
き
受
け
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
私
自
身

が
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
の
一
つ
に
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
と
い
う
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
が
あ
っ
た
。

　

私
の
専
門
分
野
は
教
育
社
会
学
で
、
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
を
社
会
学
の
理
論
と
方
法
を
使
っ
て
明
ら
か

に
し
て
い
こ
う
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
地
域
社
会
の
問
題
も
当
然
含
ま
れ
る
。
い
ま
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
こ
の
日
の
午
前
も
、「
人
口
減
少
社
会
と
教
育
」
に
関
す
る
研
究
会
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ

で
ま
さ
に
地
域
と
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
の
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
聞
い
て
き
た
ば
か
り
で
あ

る
。

　

そ
う
い
う
分
野
で
あ
る
の
で
、
私
自
身
の
具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
中
に
も
地
域
に
関
わ
る
内
容
が
し
ば

し
ば
含
ま
れ
て
い
る
。
地
域
問
題
の
専
門
家
と
い
う
ほ
ど
詳
し
く
は
な
い
の
だ
が
、
大
学
の
学
部
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
自
分
の
研
究
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
進
路
選
択
と
地
域
性
の
問
題
」
な
ど
と
書
い
て
し
ま
っ



11　巻頭エッセー

て
い
る
関
係
で
、
私
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
に
は
地
域
格
差
な
ど
の
地
域
問
題
を
扱
う
者
が
多
い
。
そ
れ

で
さ
ら
に
地
域
の
問
題
に
関
心
が
向
く
、
と
い
う
良
い
循
環
も
あ
る
。
そ
ん
な
状
況
な
の
で
、
お
の
ず
と
『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
に
興
味
を
惹
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
私
自
身
の
地
域
へ
の
関
心
は
、
も
ち
ろ
ん
実
態
と
し
て
の
地
域
社
会
の
変
化
や
少
子
化
・
高
齢
化
・

過
疎
化
と
い
っ
た
問
題
へ
の
関
心
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
典
型
的
な
地
域
へ
の
関
心
と
は
少
し
違
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
進
路
多
様
校
と
呼
ば
れ
る
、
入
学
難
易
度
が
あ
ま
り
高
く
な
い
高
校
の
生
徒
を

対
象
と
し
た
進
路
調
査
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
た
時
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
５
つ
の
高
校
で
入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま
で
全
校
生
徒
を
追
跡
し
て
そ
の

進
路
の
決
定
過
程
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
手
間
の
か
か
る
調
査
を
メ
イ
ン
と
し
て
お
り
、
頻
繁
に
高
校
に
出

向
い
て
は
、「
い
ま
ど
ん
な
進
路
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と
か
「
ど
う
い
っ
た
分
野
に
興
味
が
あ
る
か
」
な

ど
を
た
く
さ
ん
の
高
校
生
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
調
査
の
過
程
で
、
あ

る
特
徴
的
な
説
明
フ
レ
ー
ズ
に
頻
繁
に
出
く
わ
す
こ
と
に
、
私
た
ち
は
気
づ
い
た
。
そ
れ
は
「
近
い
こ
と
」

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、あ
る
高
校
生
は
就
職
内
定
先
に
つ
い
て
「
な
ぜ
そ
の
会
社
を
選
ん
だ
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
て
「
家

か
ら
近
い
か
ら
」
と
答
え
る
。
大
学
進
学
を
推
薦
で
決
め
た
別
の
高
校
生
は
大
学
選
択
理
由
を
「
距
離
。
近

い
ほ
う
が
い
い
か
な
と
」
と
答
え
る
。
こ
ん
な
調
子
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
調
査
対
象
校
の
特
性
が
多
分
に
反

映
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
こ
ん
な
高
校
生
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
回
答
パ
タ
ー

ン
の
数
の
多
さ
は
、
明
ら
か
に
私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
実
は
す
で
に
あ
ち
こ
ち
で
ち
ら
ほ
ら
話
題
に
な
っ
て
い
た
現
象
と
か
な
り
重
な
る
。
原は

ら
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田だ

曜よ
う

平へ
い

氏
の
マ
イ
ル
ド
・
ヤ
ン
キ
ー
論
（『
ヤ
ン
キ
ー
経
済
』
幻
冬
舎
新
書
、
２
０
１
４
年
）
で
も
、
地
元

を
出
た
が
ら
な
い
現
代
の
若
者
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
新し

ん

谷た
に

周し
ゅ
う

平へ
い

氏
は
か
つ
て
若
者
が
学
校
卒

業
後
に
フ
リ
ー
タ
ー
に
留
ま
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
地
元
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
や
す
い
働
き
方

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
地
元
つ
な
が
り
文
化
」
の
存
在
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
（
新
谷
周
平
「
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
か
ら
フ
リ
ー
タ
ー
へ
」『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
71
集
、
２
０
０
２
年
）。

　

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
世
界
に
打
っ
て
出
る
こ
と
を
臆
さ
な
い
若
者
の

存
在
も
多
数
あ
る
。
私
の
研
究
室
で
も
学
部
の
段
階
で
休
学
し
て
海
外
留
学
す
る
学
生
は
か
つ
て
と
比
べ
て

格
段
に
増
え
た
。
私
か
ら
見
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
若
者
も
ロ
ー
カ
ル
な
若
者
も
ど
ち
ら
も
現
代
の
若
者
と

い
え
る
し
、
も
っ
と
い
え
ば
ど
ち
ら
も
自
分
に
正
直
に
生
き
て
い
る
大
事
な
存
在
に
も
思
え
た
。
だ
か
ら
、

地
元
が
好
き
な
若
者
を
捕
ま
え
て
「
内
向
き
志
向
」
な
ど
と
一
方
的
に
上
か
ら
批
判
し
て
も
、
当
の
若
者
た

ち
に
は
あ
ま
り
響
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
る
。

　

私
は
こ
う
し
た
人
々
の
主
観
的
地
域
感
覚
を
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
。
ど
の
範
囲
ま
で
を
地
元
だ

と
感
じ
る
の
か
。
ど
の
範
囲
ま
で
な
ら
簡
単
に
移
動
で
き
る
と
思
う
の
か
。
ど
の
範
囲
の
空
間
に
住
ん
で
も

よ
い
と
思
う
の
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
の
背
後
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
ロ
ー
カ

リ
ズ
ム
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
多
様
な
地
域
感
覚
に
沿
い
な
が
ら
地
域
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
一
層
大
切
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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出
席
者
（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

陳　

亮
全

─
ち
ん
・
り
ょ
う
ぜ
ん
／
国
立
台
湾
大
学
建
築
及
び
都
市
農
村
研
究
所
非
常
勤
教
授

宮
地
美
陽
子
─
み
や
ち
・
み
よ
こ
／
東
京
都
知
事
政
務
担
当
特
別
秘
書

石
野
剛
史

─
い
し
の
・
た
け
し
／
埼
玉
県
都
市
整
備
部
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
副
課
長
、　
　
　
　
　
　
　

越
谷
市
南
荻
島
出
津
自
治
会
会
長

津
田
由
起
子
─
つ
だ
・
ゆ
き
こ
／
福
祉
事
業
所
「
ぶ
ど
う
の
家
」
代
表

司
会後

藤
春
彦

─
ご
と
う
・
は
る
ひ
こ
／
早
稲
田
大
学
副
総
長
・
教
授
、
本
誌
編
集
委
員

特
集

水
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
へ
の
備
え

座
談
会

治
水
や
気
象
変
動
の
予
測
技
術
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
水
害
対
策
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
気
象
の
変
動
は

激
し
く
な
り
、
毎
年
多
数
の
死
者
を
伴
う
災
害
が
起
き
て
い
る
。
災
害
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、
地
域
社
会
、
そ
し

て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
に
備
え
れ
ば
良
い
の
か
。
専
門
家
や
地
域
の
被
災
当
事
者
と
地
域
の
課
題
を
考

え
る
。



15　特集＝水害とコミュニティ

　

後
藤
（
司
会
）　
本
日
は
「
水
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
─
─
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
４
人
の
方
を
お
招
き
し
て
座
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
の
ち
ほ
ど
み
な
さ
ん
か

ら
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
最
初
に
私
か
ら
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
国
立
台
湾
大
学
の
陳
亮
全
さ
ん
で
す
。
台
湾
の
国
家
災
害
防
救
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
（N

ational 

S
cience and T

echnology C
enter for D

isaster R
eduction) 

の
所
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
以

前
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
１
４
９
号
（
２
０
１
２
年
11
月
）
の
「
災
害
に
備
え
る
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
備
え
る
」

と
い
う
特
集
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
前
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
主
に

地
震
災
害
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
今
日
、
当
時
の
座
談
会
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
が
、
座
談
会
の

最
後
に
司
会
の
私
が
「
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
水
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
、
13
年
越
し
に
そ
れ
が
叶
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

次
に
、
東
京
都
知
事
の
政
務
担
当
特
別
秘
書
と
し
て
ご
活
躍
の
宮
地
美
陽
子
さ
ん
で
す
。
ご
著
書
の
『
首

都
防
衛
』（
講
談
社
、
２
０
２
３
年
）
が
11
刷
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
ま
た
、
防
災
士
の
資
格
も
お
持

ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

３
人
目
は
、
埼
玉
県
都
市
整
備
部
の
石
野
剛
史
さ
ん
で
す
。
石
野
さ
ん
は
行
政
職
員
と
し
て
埼
玉
県
の
川

の
再
生
を
進
め
る
と
共
に
、
お
住
ま
い
の
越
谷
市
で
自
治
会
の
会
長
も
お
務
め
に
な
っ
て
い
て
、
住
民
目
線

か
ら
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
４
人
目
は
、
倉
敷
市
真
備
町
の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
ぶ
ど
う
の
家
」
運
営
者
の
津
田
由
起
子

さ
ん
で
す
。
倉
敷
市
真
備
町
は
、
２
０
１
８
年
に
西
日
本
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
津
田
さ
ん
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は
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
災
害
時
に
高
齢
者
を
個
別
避
難
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
椅
子
の
ま
ま
２
階
ま
で
上
が
れ
る
避
難
機
能
付
き
の
共
同
住
宅
も
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
早
稲
田
大
学
で
都
市
計
画
を
専
攻
し
て
い
る
後
藤
春
彦
と
申
し
ま
す
。
本
誌
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
』
の
編
集
委
員
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
本
日
の
座
談
会
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
、
気
温
や
海
水
温
が
と
て
も
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
降
雨
量
が
増
え
、
台
風
の
強
さ
や

経
路
、
速
度
が
大
き
く
変
化
し
、
ま
た
、
線
状
降
水
帯
な
ど
の
前
線
に
よ
る
局
所
豪
雨
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
海
面
水
位
も
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
洪
水
が
激
化
し
、
内
水

後藤春彦  氏
早稲田大学副総長・教授。『コミュニティ』
編集委員。
1957年生まれ。工学博士。三重大学助
教授、早稲田大学助教授を経て、1998
年同教授。専門は都市計画。2005年日
本建築学会賞、2011年日本都市計画学
会賞ほか受賞。日本都市計画学会会長、
日本生活学会会長などを歴任。著書に『景
観まちづくり論』（学芸出版社）、『無形学
へ』（水曜社）などがある。
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氾
濫
、
土
砂
災
害
、
高
潮
・
高
波
の
激
化
な
ど
、
先
進
国
、
途
上
国
を
問
わ
ず
全
世
界
で
大
水
害
が
起
き
て

お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
日
本
は
、洪
水
と
も
っ
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。武
田
信
玄
が
つ
く
っ

た
と
さ
れ
る
信し

ん

玄げ
ん

堤づ
つ
み
（
霞

か
す
み

堤て
い

）
は
、
不
連
続
な
堤
防
で
、
洪
水
時
に
は
水
が
逆
流
す
る
こ
と
に
よ
り
下
流

に
流
れ
る
洪
水
の
流
量
を
減
少
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
。
他
に
も
岐
阜
県
の
輪
中
な
ど
も
有
名
で
、
伝
統
的
な

洪
水
対
策
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
離
宮
に
は
桂
川
沿
い
に
桂
垣
と
い
う
生
垣
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
面
か
ら
生
え
て
い
る
竹
を

そ
の
ま
ま
曲
げ
て
編
み
込
ん
で
つ
く
る
垣
根
で
、
桂
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
、
桂
離
宮
の
庭
に
水
は
受
け
入

れ
る
の
で
す
が
、
流
木
な
ど
を
通
さ
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
目
を
果
た
す
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
洪
水
を
前

提
と
し
た
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
代
的
な
洪
水
対
策
と
し
て
は
、
災
害
危
険
個
所
を
市
民
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
各
自
治
体
は

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
り
、
大
規
模
な
土
木
技
術
力
で
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
や
地
下
調
節
池
な
ど

を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
土
木
の
技
術
力
の
対
極
に
あ
る
市
民
の
対
応
と
し
て
は
、
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
レ
イ
ン

ガ
ー
デ
ン
（
雨
庭
）
な
ど
の
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
計
画
的
に
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
へ
の
市
街
化
を
抑
制
す
る
こ
と
も
洪
水
対
策
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
対
策
に
加
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
本
日

の
テ
ー
マ
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
災
害
が
襲
い
か
か
る
前
の
日
常
時
、ま
た
、災
害
が
襲
い
か
か
っ

た
被
災
時
、
そ
し
て
災
害
か
ら
の
復
興
時
と
い
っ
た
フ
ェ
ー
ズ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
担
う
べ
き
役
割
は
何
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な
の
か
に
つ
い
て
議
論
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
最
初
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
陳
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

陳　
こ
ん
に
ち
は
、
陳
で
す
。
台
湾
大
学
の
建
築
及
び
都
市
農
村
研
究
所
（
大
学
院
）
の
非
常
勤
教
授
を

や
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
台
湾
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
家
災
害
防
救
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
の
所
長
を
務
め
ま
し
た
。
い
ま
は
主
に
大
学
と
民
間
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

後
藤　
続
い
て
、
宮
地
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

　

宮
地　
東
京
都
知
事
の
特
別
秘
書
の
宮
地
美
陽
子
で
す
。
も
と
も
と
新
聞
記
者
で
、
２
０
１
６
年
に
小
池

都
知
事
が
就
任
し
た
と
き
か
ら
特
別
秘
書
を
し
て
お
り
ま
す
。

陳亮全  氏
国立台湾大学建築及び都市農村研究所非
常勤教授。
1947年生まれ。1971年に台湾の中原理
工学院を卒業後、1974年に早稲田大学
大学院へ留学。1986年に帰国後は台湾
大学教授を務め、2003年に国家災害防
救科学技術センター副主任、翌年より主
任を務めた。
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宮地美陽子  氏
東京都知事政務担当特別秘書。
1976年千葉県生まれ。早稲田大学商学
部卒。大学柔道部で二段取得。南カリフォ
ルニア大学（USC）交換留学。全国紙記
者を経て2016年８月から東京都知事政
務担当特別秘書。防災士。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
『
首
都
防
衛
』
を
発
行
し
た
２
０
２
３
年
は
、
東
京
都
に
と
っ
て
関
東

大
震
災
の
発
生
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
こ
の
１
０
０
年
の
節
目
に
、
１
０
０
年
前
と
比
べ
る

と
、
人
口
、
建
物
、
世
帯
構
成
が
大
き
く
違
っ
て
き
て
い
る
現
代
で
、
都
市
型
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、

過
去
の
想
定
を
上
回
る
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
関
係
の
先
生
方
に
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
東
京
都
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え

て
、
客
観
的
な
事
実
を
知
っ
て
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
命
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
と
き
に
備
え
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
執
筆
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
日
は
そ
の
な
か
で
も
特
に
豪
雨
の
対
策
に
つ
い
て
、
東
京
都
は
ど
う
い
っ
た
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
部
分
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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後
藤　
続
い
て
、
石
野
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

　

石
野　
私
は
埼
玉
県
職
員
の
石
野
剛
史
と
申
し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
河
川
環
境
課
に
在
籍
し
て
お
り
ま

し
て
、
河
川
空
間
の
商
業
利
用
に
取
り
組
ん
で
「
埼
玉
県
を
日
本
一
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
」
と
い
う
情
熱
で
、

大
変
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
で
、P

ark-P
F

I

＊

な
ど
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
て
日
本
一
楽
し
い
公
園
が
で
き
る
よ
う
に
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
元
で
は
、
自
治
会
長
や
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表
と
し
て
、
自
治
会
館
「
み
ず
べ
の
ア
ト
リ
エ
」

を
中
心
に
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
み
ず
べ
の
ア
ト
リ
エ
」
は
、
カ
ヌ
ー
乗

り
場
と
ピ
ザ
窯
が
あ
っ
て
、
予
約
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
く
ら
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
住
む
埼
玉
県
越こ

し

谷が
や

市
は
、
２
年
前
の
２
０
２
３
年
６
月
、
集
中
豪
雨
で
市
内
の
４
分
の
１
が
水
没
し

【Park-PFI

】

　
都
市
公
園
の
整
備
や
運
営
を
民
間
事

業
者
へ
委
託
す
る
制
度
で
、
２
０
１
７

年
６
月
の
都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
。

石野剛史  氏
埼玉県都市整備部公園スタジアム課副課
長。越谷市南荻島出津自治会会長。
1970年生まれ。1993年芝浦工業大学土
木工学科卒業。1994年埼玉県庁に入庁。
主に河川環境、公園行政に従事。
みずべのアトリエを運営する南荻島まち
づくりサポーター代表理事、NPO法人越
谷市カヌー協会理事なども務める。
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ま
し
た
。
当
自
治
会
で
も
20
棟
以
上
の
床
上
・
床
下
浸
水
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
埼
玉
県
の
大
野

元
裕
知
事
も
視
察
に
来
た
浸
水
の
常
習
地
域
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
治
水
へ
の
関
心
も
非
常
に
高
く
、
先
日
も
自
治
会
連
合
会
の
視
察
で
、
２
０
１
５
年
の
関

東
・
東
北
豪
雨
で
鬼
怒
川
が
決
壊
し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
茨
城
県
常

じ
ょ
う

総そ
う

市
の
根ね

新し
ん

田で
ん

町
会
に
行
っ

て
お
話
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
い
ま
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
つ
く
る
か
と

か
、
住
民
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
適
切
な
情
報
周
知
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、洪
水
の
な
い
普
段
の
水
辺
の
利
活
用
は
現
在
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

年
間
５
０
０
０
万
人
が
訪
れ
る
日
本
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
が
あ
る

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
。
こ
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
大お

お

相さ
が
み模

調
節
池
と
い
う
洪
水
調
節
池
が
あ
る
ん
で

す
が
、
こ
の
池
を
中
心
に
、
民
間
事
業
者
が
河
川
に
進
出
し
て
商
業
利
用
し
や
す
く
す
る
河
川
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。N

ext

川
の
再
生
・「
水
辺
de
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
事
業
名
で
、
埼
玉
県
が
水

辺
に
張
り
出
す
80
メ
ー
ト
ル
の
デ
ッ
キ
を
整
備
し
て
い
て
、
完
成
後
に
そ
の
上
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
飲
食
店

な
ど
を
出
店
し
ま
す
。
全
国
に
も
類
の
な
い
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
部
署
が
か
わ
っ
て
直
接
の
担
当
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
イ
オ
ン
さ
ん
と
連
携
し
た
水
辺
の
ま

ち
づ
く
り
会
社
を
応
援
す
る
た
め
に
、
毎
週
土
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
と
か
水
辺
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
営
業
な
ど
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

川
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。

　

後
藤　
そ
れ
で
は
、
津
田
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。
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津
田　
私
は
約
30
年
前
か
ら
宅
老
所
（
デ
イ
ホ
ー
ム
）
を
は
じ
め
、
お
年
寄
り
の
介
護
を
中
心
に
行
う
事

業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
真ま

備び

町
に
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
が
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
を
し
て
全
壊
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
利

用
者
さ
ん
た
ち
は
ご
自
宅
に
お
ら
れ
ま
し
て
、
ホ
ー
ム
に
は
一
人
も
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
は

よ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
在
宅
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
ご
利
用
者
さ
ん
お
一
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
小
規
模
多
機
能
は
、「
24
時
間
３
６
５
日
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

災
害
時
に
一
番
大
事
な
命
を
守
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
反
省
と
後
悔
で
、
い
ま
の
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

真
備
は
災
害
常
習
地
で
、
１
０
０
年
ぐ
ら
い
の
間
に
何
年
か
お
き
に
水
浸
し
て
い
る
町
だ
そ
う
で
す
。

津田由起子  氏
福祉事業所「ぶどうの家」代表。
1964年生まれ。1989年より、新発田病
院医療相談室に医療ソーシャルワーカー
として勤務。1996年、任意団体として
ぶどうの家を始める。2000年 4月に介
護保険制度が始まり、法人格を取得。そ
の後、現在まで主に地域密着型事業を運
営している。
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こ
の
町
で
何
と
か
安
全
で
安
心
に
み
ん
な
が
暮
ら
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
町
の
人
た
ち
と
考
え

る
な
か
で
、
サ
ツ
キ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
避
難
機
能
付
き
共
同
住
宅
を
つ
く
っ
た
り
、
防
災
タ
ワ
ー
を

つ
く
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
よ
り
も
む
し
ろ
ソ
フ
ト
の
ほ
う
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
て
、
ど
う
や
っ
て
町
の

人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
防
災
を
し
て
い
く
の
か
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
私
た

ち
の
事
業
所
が
あ
る
真
備
町
箭や

田た

地
区
の
住
民
の
方
々
は
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
す
。
自
分
た
ち
の
力
で
盛
り

土
し
て
土
地
を
か
さ
上
げ
し
て
整
備
し
た
「
ま
び
ふ
れ
あ
い
公
園
（
旧 

復
興
防
災
公
園
）」
の
す
ぐ
隣
の
地
区

で
す
。
そ
う
い
う
取
り
組
み
も
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

後
藤　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

台
湾
の
防
災
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

　

後
藤　
そ
れ
で
は
、
本
日
の
メ
イ
ン
の
話
題
の
「
水
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ

け
ば
と
思
い
ま
す
。
陳
さ
ん
か
ら
お
願
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

陳　
台
湾
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
台
風
、
洪
水
、
山
崩
れ
、
そ
し
て
地
震
の
多
い
場
所
で
す
。
防
災
に
関

し
て
は
昔
か
ら
行
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
１
９
９
９
年
の
集
集
地
震＊

が
台
湾
に
大
き
な
損
害
を
も
た
ら
し
た

た
め
、
政
府
・
専
門
家
・
住
民
た
ち
が
頑
張
っ
て
、
３
つ
の
面
で
防
災
力
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
一
つ

目
は
行
政
に
よ
る
法
律
と
制
度
の
整
備
で
す
。
昔
の
台
湾
に
は
、
日
本
の
防
災
基
準
法
み
た
い
な
法
制
度
は

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
集
集
地
震
に
よ
っ
て
台
湾
の
災
害
防
救
法
を
制
定
し
、
防
災
組
織
の
体
制
を
整
え
ま

【
集
集
地
震
】

　
１
９
９
９
年
９
月
21
日
に
発
生
し
た

台
湾
中
部
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地

震
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
、
最
大
震
度
は
６
を
記
録
。
こ

の
地
震
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、

約
２
５
０
０
名
、
建
築
物
の
被
害
は
全

壊
・
半
壊
を
合
わ
せ
て
１
万
５
０
０
０

棟
以
上
と
な
っ
た
。
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し
た
。
日
本
と
同
じ
よ
う
に
政
府
が
基
本
防
災
計
画
を
立
て
、
各
部
署
が
防
災
業
務
計
画
を
、
地
方
自
治
体

が
地
域
防
災
計
画
を
立
て
て
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
防
災
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
防
災
科
学
技
術
の
向
上
で
す
。
大
学
を
中
心
に
防
災
に
関
す
る
科
学
技
術
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
科
学
技
術
庁
の
よ
う
な
機
関
が
研
究
助
成
も
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
防
災
科
学
技
術
の
研

究
に
は
、
技
術
の
先
生
だ
け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
領
域
の
先
生
た
ち
が
参
加
し
て
、
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
に
関
連
す
る
科
学
技
術
機
構
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
私
が
前
に
所
長
を

し
て
い
た
国
家
災
害
防
救
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
や
、
地
震
に
関
す
る
地
震
工
学
の
研
究
機
構
な
ど
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
各
大
学
の
防
災
に
関
す
る
先
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
防
災
関
連
研
究
セ
ン
タ
ー
や
、
研

究
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
防
災
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
の
防
災
で
す
。
き
っ
か
け
は
地
震
で
す
が
、
台
湾
は
台
風
が
多
く
、

洪
水
と
山
崩
れ
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
水
害
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
活
動
、
あ
る
い
は
土
石
流

と
か
地
滑
り
に
対
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
が
参
加
し
、
競
う
こ
と
に

よ
っ
て
防
災
力
を
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
小
中
学
校
で
は
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
る
か
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
防
災
の
知
識
を
得
た
り
、
訓
練
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
防
災
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
て
、

実
際
に
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
で
の
防
災
力
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
近
年
は
情
報
、
特
に
災
害
情
報

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
企
業
、
Ｉ
Ｔ
技
術
、
最
近
で
は
Ａ
Ｉ
な
ん
か
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
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も
の
を
取
り
入
れ
た
防
災
科
学
技
術
の
中
で
、
災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
を
い
か
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
か

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
難
し
い
の
は
、
小
規
模
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
有
の
災
害
情
報
を
い
か
に
捻
出
で
き
る

か
。
い
ま
ま
さ
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
の
連
携
が
非
常
に
大
事
で
す
。
各
部
署
が
個
別
に
や
っ
た
り
、
政
府
だ

け
が
や
る
の
で
は
な
く
て
、
部
署
と
部
署
、
民
間
と
政
府
、
お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
特
に

地
方
自
治
体
は
力
が
弱
い
の
で
、
地
方
大
学
の
防
災
関
連
研
究
セ
ン
タ
ー
や
研
究
グ
ル
ー
プ
の
専
門
家
た
ち

が
自
治
体
に
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
者
が
入
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
自
主
防
災
力
を
高
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
行
政
の
支
援
が
あ
っ
て
、
経
費
と
か
設

備
に
関
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
う
い
う
お
互
い
の
協
力
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
防
災
力

が
向
上
す
る
一
つ
の
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
台
湾
は
台
風
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
気
象
変
動
の
関
係
で
台
風
は
あ
ま
り
来
て
い
ま

せ
ん
。
最
近
は
北
に
ず
れ
て
日
本
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
約
10
年
前
に
私
た
ち
が
苦
労
し
た
こ
と
が
い
ま
日

本
で
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、こ
こ
数
年
間
私
た
ち
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー

ス
ド
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
水
害
自
主
防
災
組
織
を
も
つ
く
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
国
の
水
利
関
係
部
署
の
呼
び
か
け
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
の
水
害
自
主
防
災
組
織

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
い
う
村
に
あ
た
る
地
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
先

頭
に
組
織
を
立
ち
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
に
冠
水
し
や
す
い
、
浸
水
し
や
す
い
地
域
に
お
け
る
水
害
が

発
生
し
た
場
所
を
国
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
加
え
、
地
域
の
防
災
資
料
に
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
住
民
同
士
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
緒
に
行
動
し
て
、お
互
い
が
守
る
対
象
に
も
な
っ
て
い
て
、情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
を
組
ん
で
い
ま
す
。
普
段
は
、
知
識
の
伝
達
と
か
避
難
訓
練
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
一
番
大
事
な
の
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
協
力
し
、
情
報
を
お
互
い
に
伝
え
あ
う
こ
と
で
す
。

　

い
ま
台
湾
全
土
で
は
４
５
５
か
所
の
水
害
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
組
織
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
行
政
は
組
織
を
つ
く
る
と
き
に
助
成
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
１
か
所
あ
た
り
40
万
台
湾
ド
ル
、
日
本

円
で
１
８
０
万
円
く
ら
い
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
助
成
金
は
、
設
備
の
整
備
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経

費
、
訓
練
の
経
費
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
害
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
毎
年
、
評
定
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
評
価
は
専
門
家
が
し
、
各
地
の
自

主
防
災
組
織
を
見
て
回
っ
て
評
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
の
や
る
気
を
起
こ
す
た
め
に
、
年
間
で
特

別
に
優
秀
な
組
織
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
１
等
に
は
15
万
台
湾
ド
ル
（
お
よ
そ
67
万
５
千
円
）
の
お
金
を
賞

金
と
し
て
与
え
ま
す
。
２
等
は
40
～
50
万
円
く
ら
い
、
３
等
に
は
20
万
円
く
ら
い
の
賞
金
で
す
。
昨
年
は
１

等
が
11
か
所
、
２
等
が
20
か
所
、
３
等
が
40
か
所
で
し
た
。
毎
年
評
定
し
て
、
お
互
い
に
競
争
し
な
が
ら
自

主
防
災
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
広
が
っ
て
い
て
、
特
に
災
害
の
発
生
し
た
あ
と
は
、
参
加
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
の
組
織
に
加
え
て
、
河
川
沿
い
に
は
河
川
巡
守
隊
と
い
う
組
織
も
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
河
川
は
行
政
も
見
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
住
民
自
身
が
見
回
っ
て
監
視
・
管
理
す
る
ん
で

す
。
も
し
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
行
政
に
す
ぐ
連
絡
し
ま
す
。
特
に
災
害
が
来
る
前
に
は
、
ど
こ
が
危
な
い
か

と
か
、
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
か
、
情
報
を
収
集
し
て
行
政
に
繫
げ
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
住

民
サ
イ
ド
か
ら
も
自
主
的
に
情
報
を
発
信
す
る
ん
で
す
。

　

気
象
変
動
の
関
係
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
極
端
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
情
報
を
い
か
に
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伝
達
す
る
か
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、地
方
大
学
が
地
方
自
治
体
に
協
力
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
の
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
冠
水
、
浸
水
し
や
す
い
地
域
同
士
の
協
力

も
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
農
村
地
域
で
は
行
政
の
力
が
そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士

の
協
力
を
い
か
に
高
め
る
か
が
課
題
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
降
水
量
が
昔
の
堤
防
等
の
設
計
基
準
を
超
え
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
で

い
う
た
め
池
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
農
村
地
域
で
は
、
水
田
農
家
に
お
願
い
し
て
、

あ
ぜ
道
を
少
し
高
く
し
て
も
ら
い
ま
す
。
あ
ぜ
道
を
高
く
す
る
と
水
田
全
体
で
も
う
少
し
多
く
の
水
を
た
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
た
め
に
行
政
は
農
家
に
助
成
金
を
出
し
ま
す
。

　

非
常
に
大
雑
把
で
す
が
、
将
来
の
気
象
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
台
湾
で
い
ま
い
か
に
防
災
力
を
高
め
て
い
る

か
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
藤　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
、「
13
年
前
に
座
談
会
を
し
た
と
き
に
、
日
本
の

ま
ち
づ
く
り
は
台
湾
の
ま
ち
づ
く
り
に
追
い
抜
か
れ
た
な
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
」
と
私
は
発
言
し
た
の
で

す
が
、
い
ま
の
話
を
聞
く
と
、
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
は
完
全
に
距
離
を
開
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
俯
瞰
的
に
い
ま
台
湾
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
し
か
１
年
く
ら
い
前
に
、
台
湾
東
部
の
花
蓮
で
地
震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
翌
日
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

来
て
炊
き
出
し
を
や
っ
て
い
た
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ
れ
は
ど
う
い
う
仕
組
み
な
ん
で
す
か
。

　

陳　
あ
れ
は
民
間
の
方
の
自
主
活
動
で
す
。
あ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
持
ち
主
は
、
以
前
、
台
南
に
お
住
ま

い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
台
南
の
地
震
の
と
き
に
各
地
か
ら
応
援
が
あ
っ
て
非
常
に
感
動
し
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た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
花
蓮
で
地
震
が
起
き
た
と
き
、
彼
が
ほ
か
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
に
呼

び
か
け
て
、
自
主
的
に
行
っ
た
ん
で
す
。

　

後
藤　
こ
れ
か
ら
は
情
報
化
の
時
代
だ
か
ら
、
い
か
に
Ｉ
Ｔ
技
術
を
う
ま
く
使
っ
て
い
く
か
が
大
切
だ
と

い
う
話
が
あ
っ
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
と
い
う
か
、
デ
マ

の
よ
う
な
偽
情
報
が
流
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
今
回
の
能
登
半
島
の
地
震
で
も
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
虚
偽
の
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
し
て
、「
ど
こ
ど
こ
に
被
災
者
が
い
る
」
と
い
う
誤
っ
た
情
報
が
救

助
の
現
場
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
然
、
情
報
化
社
会
の
な
か
の
負
の

側
面
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

　

陳　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
は
台
湾
で
も
同
様
な
状
況
で
す
。
台
湾
内
の
情
報
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
外
か
ら

も
誤
っ
た
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
災
害
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
行
政
と
の
つ
な
が
り
や
、

専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
情
報
を
早
く
、
上
手
に
伝
達
す
る
こ
と
で
負
の
情
報
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
民
間
で
正
し
い
情
報
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
デ
マ
に
対
抗
す
る

グ
ル
ー
プ
も
出
て
く
れ
ば
、
良
い
こ
と
で
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
さ
っ
き
話
し
た
よ
う
に
、
普
段
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
れ
ば
、
災
害
の
と
き

に
負
の
情
報
に
影
響
さ
れ
な
い
可
能
性
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報

よ
り
、
む
し
ろ
地
域
の
顔
の
見
え
る
関
係
間
の
情
報
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
地
域
に
あ
る
情
報
を
ど

う
守
り
、
伝
え
る
か
。
こ
う
い
う
形
で
、
い
ま
の
情
報
化
時
代
の
負
の
部
分
に
対
抗
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

後
藤　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
続
い
て
宮
地
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。
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東
京
都
の
災
害
対
策

　

宮
地　
陳
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
花
蓮
市
の
地
震
は
、
私
も
テ
レ
ビ
で
見
て
い
ま
し
て
、

す
ご
く
迅
速
な
対
応
に
ほ
ん
と
う
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。行
政
だ
け
で
は
な
く
て
、民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ

た
方
々
が
地
域
で
日
頃
か
ら
情
報
を
共
有
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
動
き

の
速
さ
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
新
聞
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
22
世
紀
の
予
言
」
と
題

し
ま
し
て
、「
22
世
紀
は
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
、
東
京

都
で
若
手
職
員
が
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
（
次
ペ
ー
ジ
図
１
）。

　

そ
の
裏
面
は
、
１
０
０
年
前
の
明
治
34
年
に
「
報
知
新
聞
」
が
出
し
た
「
20
世
紀
の
予
言
」
と
い
う
新
聞

で
す
。
こ
の
「
20
世
紀
の
予
言
」
の
な
か
で
は
、
い
ま
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
馬
車
が
車
に
変
わ
る
」で
す
と
か
、た
ぶ
ん
エ
ア
コ
ン
の
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、「
室

内
で
暑
い
と
き
は
涼
し
い
風
が
出
て
き
て
、寒
い
と
き
に
は
温
か
い
風
が
出
て
く
る
装
置
が
で
き
る
」と
い
っ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
前
に
災
害
の
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
暴
風
を
防
ぐ
」と
い
う
項
目
が
あ
る
ん
で
す
が
、

気
象
の
観
測
技
術
が
進
歩
し
て
、
天
災
が
来
た
ら
、
１
か
月
前
に
予
測
を
得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
書
き
方

に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
災
の
な
か
で
最
も
恐
る
べ
き
は
暴
風
だ
と
い
う
紹
介
の
仕
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
実
際
に
気
象
の
観
測
技
術
は
非
常
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
気
象
に
関
し
て
、「
22

世
紀
の
予
言
」
の
な
か
で
は
「
天
気
を
操
る
」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
干
ば
つ
に
苦
し
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図 1　「22 世紀の予言」と題して 100 年後の東京を予測した新聞　「22 世紀はこんなことが起きるので
はないか」ということを生成 AI を活用して予測を行い、新聞の形にまとめた。（画像提供：東京都）
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図 2　1 時間に 50mm 〜 100mm 以上の降雨があった年間発生回数の変化　降雨の年間発生回数が、
50mm 以上では 1.5 倍、80mm 以上では 1.7 倍、100mm 以上では 1.8 倍に増えている。（画像提供：東京都）

む
地
域
に
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
日
差
し
を
制
御
し
て
気
温
を
下
げ

た
り
し
て
、
荒
ぶ
る
天
気
か
ら
人
々
を
守
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
っ
た
願
い
を
今
回
の
「
22
世
紀
の
予
言
」
で
も
こ
め

て
い
ま
す
。

　

東
京
都
が
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
考
え
る
と
き
に
大
事
に
し
て
い

る
の
が
、
こ
う
い
っ
た
未
来
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
に

は
い
ま
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
で
す
。そ
こ
か
ら
災
害
対
策
、

防
災
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

雨
の
降
り
方
は
、
近
年
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
東
京

都
で
は
、
50
年
間
の
気
象
庁
の
降
水
量
の
デ
ー
タ
を
見
て
い
ま
す

が
、
統
計
開
始
の
１
９
７
６
年
以
降
、
50
ミ
リ
以
上
の
豪
雨
は
約

１
・
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
（
図
２
）。
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
線
状
降
水
帯
の
数
も
、
デ
ー
タ
が
あ
る
２
０
２

２
年
と
２
０
２
３
年
を
比
べ
る
と
、
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
は
降
雨
の
目
標
整
備
の
水
準
を
決
め
て
全
体
の
対
策
を

練
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
１
９
８
６
年
当
初
の
計
画
で
は
時
間
50

ミ
リ
の
雨
に
対
応
す
る
計
画
を
練
っ
て
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
、

雨
が
増
え
て
き
た
の
で
、２
０
１
４
年
に
は
区
部
で
時
間
75
ミ
リ
、

多
摩
で
時
間
65
ミ
リ
と
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。



32

　

さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
か
ら
は
目
標
降
雨
を
さ
ら
に
10
ミ
リ
高
め
て
、
区
部
で
最
大
85
ミ
リ
、
多
摩
で
最

大
75
ミ
リ
と
し
ま
す
。
最
近
の
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
世
界
の
平
均
気
温
が
２
度
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
関

東
地
方
の
降
雨
量
が
１
・
１
倍
に
増
加
す
る
と
い
う
将
来
予
測
を
踏
ま
え
て
、
降
雨
の
目
標
を
引
き
上
げ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
の
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
多
い
の
で
、
雨
水
が
地
面
に
浸
透
し

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
洪
水
や
浸
水
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
地
下
鉄
で
す
と
か
地
下
街
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
発
達
し
て
い
る
の
で
、
大
雨
に
よ
る
影
響
は
と
て
も
深

刻
で
す
。
短
時
間
に
大
量
の
雨
が
降
っ
て
下
水
道
や
排
水
シ
ス
テ
ム
の
能
力
を
超
え
る
と
、
排
水
が
追
い
つ

か
な
く
な
る
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
東
部
低
地
帯
と
い
わ
れ
て
い
る
江
東
５
区
（
墨
田
区
、江
東
区
、足
立
区
、葛
飾
区
、江
戸
川
区
）
は
、

海
抜
０
地
帯
が
広
域
的
に
広
が
っ
て
い
て
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
は
甚
大
な
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
荒
川
や
江
戸
川
が
決
壊
し
た
場
合
、
最
大
で
３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸
水
、
浸
水
の
継
続

時
間
が
２
週
間
以
上
と
い
う
予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
江
東
５
区
の
人
口
の
９
割
以
上
、
２
５

０
万
人
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
の
対
策
は
と
て
も
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
の
で
、
こ
う
し

た
気
候
変
動
に
よ
る
予
測
を
も
と
に
、
降
雨
の
目
標
整
備
水
準
を
引
き
上
げ
て
、
先
手
の
対
策
を
立
て
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
き
な
ハ
ー
ド
対
策
の
柱
の
一
つ
に
、
地
下
調
節
池
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
１
月
末
に
東
京
都
の
来
年
度

の
予
算
案
を
発
表
し
た
ん
で
す
が
、
水
害
の
未
然
の
防
止
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
地
下
調
節
池
で

す
。
地
下
の
調
節
池
は
「
地
下
神
殿
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
地
下
に
巨
大
な
ト
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ン
ネ
ル
の
よ
う
な
貯
水
施
設
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に
一
時
的
に
雨
水
を
た
め
る
こ
と
で
洪
水
を
防
い
で
い
き

ま
す
。

　

東
京
都
は
こ
れ
ま
で
27
か
所
の
地
下
調
節
池
を
整
備
し
て
い
て
、
合
計
の
総
貯
留
量
は
２
６
４
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。
昨
年
８
月
に
台
風
10
号
で
大
雨
が
降
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
と
き
に
は
11
か
所
の
地
下
調

節
池
が
活
躍
を
し
て
洪
水
を
取
水
し
て
川
の
水
位
を
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
２
０
３
５
年
度
ま

で
に
約
２
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
調
節
池
の
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
地
下
調
節
池
は
い
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
で
き
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
度
は
そ
の

地
下
調
節
池
ど
う
し
を
連
結
し
て
、
最
後
は
東
京
湾
に
水
を
流
し
て
し
ま
う
と
い
う
構
想
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
地
下
に
新
し
い
川
を
一
本
つ
く
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
、
と
て
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
の
台
風
19
号
の
と
き
も
、
地
下
調
節
池
は
首
都
を
守
り
ま
し
た
。
こ
の
台
風
は

関
東
を
縦
断
し
て
１
０
０
人
超
の
死
者
や
行
方
不
明
者
を
出
し
た
大
き
な
台
風
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
と
き
に
神
田
川
の
環
状
七
号
線
の
地
下
調
節
池
（
次
ペ
ー
ジ
写
真
１
）
が
活
躍
を
し
て
、
25
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
で
い
い
ま
す
と
約
１
６
３
０
個
分
の
約
49
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
取
水
し
て
、
川
が
あ
ふ
れ
る
の
を
防

ぎ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
の
仕
組
み
は
地
下
に
あ
る
の
で
、な
か
な
か
一
般
の
市
民
の
方
々
に
は
わ
か
り
づ
ら
い
。

大
雨
の
と
き
に
は
活
躍
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
普
段
見
え
づ
ら
い
も
の
で
も
あ
る
の
で
、「
イ
ン

フ
ラ
ツ
ア
ー
」
を
設
け
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
最
近
で
は
地
下
調
整
池
で
阿
波
踊
り
を
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
、
一
般
市
民
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の
方
々
に
調
整
池
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
踊
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。
地
下
な
の
で
、
と
て
も
音
が

響
い
て
、
普
段
と
は
違
う
阿
波
踊
り
を
楽
し
め
た
と
い
う

声
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ハ
ー
ド
の
施
設
に
身
近

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
高
台
の
ま
ち
づ
く
り
。
こ
れ
は
東
京

都
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
国
と
沿
岸
地
域
の

区
と
一
緒
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
水
害
時
に
緊
急
的
な
避
難
場
所
で

し
た
り
、
拠
点
的
な
機
能
を
担
う
高
台
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
で
建
物
に
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
な
か
で
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
ワ
ー
キ
ン
グ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
豪
雨
の
対
策
と
し
て
、
護
岸
の
整
備
で
す

と
か
、
東
京
湾
で
の
高
潮
対
策
と
し
て
防
潮
堤
の
か
さ
上

げ
を
し
て
い
ま
す
。
も
し
世
界
の
平
均
気
温
が
２
度
上
昇

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
海
面
水
位
が
最
大
59
セ
ン
チ
上
昇

す
る
と
い
う
こ
と
が
予
測
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
気
候
変
動
の
予
測
を
も
と
に
し
て
、
防
潮
堤
は
、
最
大

写真 1　環状七号線の地下にある調整池　環状七号線の地下に、延長 4.5km、内径 12.5m のトンネルが
ある。豪雨災害などのとき、神田川、善福寺川、妙正寺川から洪水を流入させる。貯留量は 54 万 m3 ある。

（画像提供：東京都）
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１
・
４
メ
ー
ト
ル
高
く
す
る
計
画
が
い
ま
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、
最
先
端
技
術
の
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
予
測
も
立

て
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
陳
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う

に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
情
報
を
い
か
に
早
く
住
民
へ
伝

え
る
か
と
い
う
部
分
で
、
川
の
水
位
の
変
化
、
特
に
水
門

で
の
水
位
の
変
化
の
予
測
を
Ａ
Ｉ
で
立
て
て
、
台
風
の
と

き
に
遠
隔
で
的
確
に
水
門
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
住
民
の
方
が
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
川
の
水
位
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
土
砂
災
害
も
、ど
れ
く
ら
い
の
地
域
で
、ど
う
い
っ

た
被
害
が
起
き
る
か
と
い
う
予
測
も
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
地
下
鉄
な
ど
が
浸
水
を
し
て
し
ま
い
ま
す
と
大
変

な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
鉄
道
事
業
者
と
連
携
を

し
て
、地
下
に
水
が
入
っ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
止
水
板
や
、

防
水
ゲ
ー
ト
を
事
前
に
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
自
治
体
の
方
々
、
ま
た
民
間
の
事
業
者
さ
ん
と
、
ど
う

写真 2　環状七号線の地下調整池で行った阿波踊り　河川施設整備の目的や、その効果を住民に知って
もらうためインフラツアーを東京都が行った。ツアー内では、地元・高円寺阿波おどり連協会のメンバー
が阿波踊りを披露した。（画像提供：東京都）
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い
っ
た
こ
と
が
起
き
得
る
か
を
想
定
し
な
が
ら
、事
前
に
そ
れ
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
ほ
ど
ハ
ー
ド
の
部
分
で
「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
」
を
強
化
し
て
い
る
と
お
伝
え
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

い
ま
市
民
が
一
人
一
人
取
り
組
め
る
大
雨
対
策
、
災
害
対
策
で
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
豪
雨
の
際
に
は
河
川
、
下
水
道
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
地
中
に
雨
水
を
し
み
こ
ま
せ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
者
さ
ん
で
す
と

か
団
体
な
ど
を
「
雨
水
し
み
こ
み
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
い
う
形
で
認
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
開
発
と
か
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
際
に
は
、雨
水
浸
透
ま
す＊

の
設
置
や
、レ
イ
ン
ガ
ー

デ
ン
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
、
そ
う
し
た
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
を
促
進
し
た
り
、
こ
う
い
っ
た
対
策
を
で
き
る
だ
け
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
い
う
こ
と
で
、
都
立
公
園
で
も
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
の
出
張
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
は

大
半
が
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
の
低
地
に
位
置
し
ま
す
。
雨
季
に
な
る
と
洪
水
な
ど
の
水
害
が
頻
発
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
２
０
１
１
年
の
大
雨
は
、
年
間
の
降
雨
量
が
例
年
の
１
５
０
％
に
近
か
っ
た
、
50
年
に
一
度
の
大

雨
だ
っ
た
と
い
う
豪
雨
が
記
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
現
地
で
見
学
し
て
き
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
バ
ン
コ
ク
で
も
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
大
き
く
と
り
い
れ
た
ベ
ン
ジ
ャ
キ
テ
ィ
公
園
と
い
う

大
き
な
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
豪
雨
の
際
に
は
雨
水
を
土
壌
で
吸
収
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

東
京
都
で
も
、
こ
う
し
た
世
界
の
都
市
と
、「
都
市
」
と
い
う
部
分
で
課
題
は
共
通
し
て
お
り
ま
す
。
世

界
中
の
都
市
と
情
報
共
有
を
し
た
り
技
術
の
交
換
を
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
都
市
間
交
流

【
雨
水
浸
透
ま
す
】

　

住
宅
街
な
ど
に
降
っ
た
雨
水
を
地

面
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
設

備
で
、
地
表
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
も
、
効
率
よ
く
雨
水
を
土

中
へ
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
水
害

軽
減
に
役
立
つ
。
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も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

後
藤　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
タ
イ
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
た
ま

た
ま
バ
ン
コ
ク
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
か
ら
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
て
い
た
学
生
が
、
昨
年
、
博
士
論
文

を
書
き
終
え
て
タ
イ
へ
戻
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、彼
女
の
テ
ー
マ
が
ま
さ
に
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」

で
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
タ
イ
に
応
用
す
る
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
。災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
国
境
を
越
え
て
バ
ン
コ
ク
と
東
京
を
結
び
付
け
て
い
て
、

お
話
を
伺
っ
て
い
て
興
味
深
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
11
月
に
学
生
を
十
数
名
連
れ
て
シ
ド
ニ
ー
に
行
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の

テ
ー
マ
が
や
は
り
「
水
害
対
策
」
で
し
た
。
東
京
都
は
、
先
ほ
ど
宮
地
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
環
状
七
号
線
の

地
下
調
節
池
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
わ
か
り
や
す
い
ビ
デ
オ
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
私
が
そ
れ
を
シ

ド
ニ
ー
の
学
生
に
見
せ
た
ら
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
阿
波
踊
り
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
ら

も
っ
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

続
い
て
、
石
野
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

埼
玉
県
の
川
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

石
野　
東
京
都
の
話
を
聞
い
て
、
予
算
規
模
の
違
い
に
驚
い
て
い
ま
す
（
笑
）。
私
は
、
最
初
は
埼
玉
県

の
治
水
の
話
、
次
に
、
埼
玉
の
川
づ
く
り
の
話
、
そ
の
後
に
川
の
再
生
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
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い
ま
す
。

　

埼
玉
県
の
治
水
を
語
る
う
え
で
大
事
な
の
は
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
河

川
の
大
改
修
、
利
根
川
東
遷
と
荒
川
西
遷
で
す
。
大
河
川
で
あ
る
利
根
川

と
荒
川
は
い
ま
の
越
谷
市
付
近
で
合
流
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
で

し
ば
し
ば
氾
濫
が
あ
り
、
江
戸
を
守
る
た
め
に
、
徳
川
家
康
が
伊い

奈な

備び

前ぜ
ん
の

守か
み

忠た
だ

次つ
ぐ

に
命
令
を
し
て
新
田
開
発
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
改
修
に
よ
っ
て
越
谷
市
の
形
が
つ
く
ら
れ
た
と
越
谷
市
で
は
伝

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
川
の
河
口
か
ら
62
キ
ロ
地
点
に
、
河
川
の
幅
が
２
・
５
キ
ロ
も
あ
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
横
提
が
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、

こ
こ
で
荒
川
の
流
れ
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
下
流
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
東
京
を
支
え
て
い
る
埼
玉
が
見
え
て
く
る
場
所
か
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
３
は
、
実
際
に
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
の
台
風
19
号
で
河
川
が

出
水
し
た
と
き
の
様
子
で
す
。
川
幅
２
・
５
キ
ロ
の
自
然
の
形
の
姿
が
現

れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
２
年
前
の
令
和
５
年
６
月
の
台
風
で
、
埼
玉
県
の
南
東
部

が
大
き
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
陳
さ
ん
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
歴
史

的
水
害
の
情
報
を
加
え
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

越
谷
は
、
も
と
も
と
利
根
川
と
荒
川
の
合
流
地
点
で
沼
地
で
し
た
。
２
年

写真 3　2007 年の台風 9 号による出水で水没した鴻ノ巣市　台風 9 号は東海地方から北海道にかけて
大雨をもたらし、関東甲信、東海の一部地域では、雨量が 600mm を超えた。写真の埼玉県では、9 月の
月間平均雨量の 2 倍を超える記録的な大雨が降り、荒川が決壊。住宅地に深刻な被害をもたらした。（画
像提供：埼玉県）

吉見町

鴻巣市

御成橋

荒川

糠田橋北吉見横堤北吉見横堤

古荒川（旧川）東吉見第 2 号横堤東吉見第 2 号横堤

東吉見第 1 号横堤
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前
の
水
害
で
は
、
そ
れ
が
如
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。
台
風
で
越
谷
市
内
の

４
分
の
１
が
浸
水
し
ま
し
て
、
私
が
所
属
す
る
自
治
会
も
20
棟
の
床
上
・

床
下
浸
水
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
被
害
を
受
け
て
、
国
、
埼
玉
県
、
河
川
周
辺
の
自
治
体
で
あ
る
春

日
部
市
・
草
加
市
・
越
谷
市
な
ど
が
、「
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
治
水
緊
急

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
を
使
っ
て
治
水
を
し
て
い
ま
す
。
陳
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ

た
田
ん
ぼ
ダ
ム
も
、
具
体
的
な
位
置
づ
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

越
谷
市
で
は
新
た
に
調
節
池
を
つ
く
る
た
め
の
場
所
の
確
保
を
含
め
て

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
の
中
心
部
に
東
京
都
み
た
い
な
巨
大
な
地

下
貯
留
施
設
が
つ
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
予
算
的

に
厳
し
い
の
で
、
そ
う
い
う
計
画
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
埼
玉
県
は
普
通
の
洪
水
調
節
池
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
数
は
日
本
一
だ
と
思
う
ん
で
す
。
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
の
横
に
あ

る
大
門
上
池
調
節
池
（
写
真
４
）
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

し
、
そ
れ
以
外
の
調
節
池
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
か
キ
ャ
ン
プ
場
と

か
、
そ
う
い
っ
た
日
常
利
用
が
さ
れ
て
い
る
調
節
池
が
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
使
わ
れ
て
い
な
い
調
節
池
も
あ
り
ま
す
。

　

大
門
上
池
調
節
池
と
同
じ
よ
う
に
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
の
す
ぐ
近
く
に

写真 4　大門上池調節池　平常時は、イベントやスポーツ
活動、駐車場などに利用されているが、災害発生時は雨水
をためる調節池として活躍する（写真右）。（画像提供：埼
玉県）
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あ
る
大
門
下
池
調
節
池
は
、
広
さ
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
広
場
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
活
用
さ

れ
て
い
な
く
て
、
草
刈
り
だ
け
で
年
間
７
０
０
万
円
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
高
速
道
路
か
ら

も
非
常
に
近
い
の
で
、
使
い
勝
手
は
い
い
。
こ
う
し
た
活
用
で
き
て
い
な
い
調
節
池
を
何
と
か
で
き
な
い
か

と
思
い
、昨
年
と
一
昨
年
に
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
レ
ジ
ャ
ー
＆
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ
ャ
パ
ン
」

（
写
真
５
）
や
「
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で
、「
調
節
池
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

担
当
者
は
私
な
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
な
い
「
水
辺
の
不
動
産
担
当
」
と
い
う
名
称
で
不
動
産
広
告
の
よ

う
な
チ
ラ
シ
（
写
真
６
）
を
作
成
す
る
許
可
を
い
た
だ
い
て
、
民
間
の
方
々
に
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
積
極
的
に
や
り
ま
し
た
。
ま
だ
具
体
的
な
事
業
化
は
進
ん
で
い
な
い
ん
で
す
が
、
民
間
か
ら
の
関
心

が
非
常
に
高
く
て
、
具
体
的
に
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
埼
玉
県
は
平
成
20
年
（
２
０
０
８
）
か
ら
「
川
の
再
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
た
川
幅
日
本
一
（
約
２
・
５
キ
ロ
）
の
荒
川
や
、
県
土
に
占
め
る
河
川
面
積
の
割

合
が
全
国
２
位
と
い
う
県
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
何
か
い
い
方
向
に
展
開
で
き
な
い
か
と
は
じ
め
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

平
成
20
年
に
は
、「
水
辺
再
生
１
０
０
プ
ラ
ン
」
と
い
う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
１
０

０
か
所
で
親
水
護
岸
と
か
遊
歩
道
を
つ
く
っ
て
、
４
年
間
で
確
か
に
見
た
目
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
市
町
村
を
巻
き
こ
ん
で
、「
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
川
の
国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
看
板
を
架
け
替

え
て
４
期
12
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
川
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
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写真 5　「レジャー＆アウトドアジャパン」への出展のようす　2023 年 11 月 28 日から 30 日の 3 日間
にわたって東京ビッグサイトで開催された「レジャー＆アウトドアジャパン 2023」へ出展。埼玉県河川
環境課の出展ブースには 200 人以上の来場者が訪れた。（画像提供：埼玉県）

写真 6　埼玉県河川環境課がつくった不動産広告のようなチラシ　平常時に活用されていない調節池を
PR するため、「水辺の不動産担当」という架空の名称で不動産広告のようなチラシをつくり、イベント
などで配った。（画像提供：埼玉県）
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こ
れ
ま
で
に
親
水
護
岸
が
１
４
４
か
所
、
遊
歩
道
は
１
８
０
か
所
を
整

備
す
る
な
か
で
、
人
々
の
川
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
川
の
水
質
も
か
な
り
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
を
巻
き
こ
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
の
で
、
約
５
０
０
団
体
で
、
距
離
に
し
て
延
べ
５
５
０

キ
ロ
ぐ
ら
い
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

民
間
の
河
川
敷
池
の
利
活
用
を
一
般
的
に
は
河
川
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化

と
い
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
は
想
像
し
や
す

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
海
外
事
業
者
さ
ん
に
ご
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
私
も
飛
ん
で
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
に
は
国
の
規
制
緩
和
が
あ
り
ま
し
て
、
河
川

敷
地
の
商
業
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
民
間
事
業
者
に
商
業

利
用
し
て
も
ら
い
、
河
川
を
良
好
に
保
っ
て
も
ら
う
「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
川
の
再

生
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
商
業
利
用
の
後
押
し

と
し
て
、県
側
が
河
川
整
備
を
す
る
お
も
て
な
し
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
で
は
大
き
な
池
に
張
り
出
す
デ
ッ
キ

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
民
間
事
業
者
に
店
舗
を
建
て
て
商
業
利

用
し
て
い
た
だ
く
「
水
辺
de
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
い
ま
県
内
14
か
所
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
越
谷
レ
イ
ク
タ

写真７　池の桟橋に整備された水上アクティビティの拠点　「Next 川の再生［水辺 de ベンチャーチャレ
ンジ］」事業の一環として、埼玉県は、大相模調節池に新たに浮桟橋を設置した。その浮桟橋を民間事業
者が水上アクティビティの拠点として活用している。写真手前には、一人乗りのペダル SUP や 4 人乗り
のペダルカヤックなどが見える。（画像提供：埼玉県）
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ウ
ン
が
大
き
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
こ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

関
東
で
暮
ら
し
て
い
る
方
は
ご
存
じ
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
は
、
年
間
５

０
０
０
万
人
が
訪
れ
る
日
本
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
す
ぐ
横
に
あ
る
大
相
模
調
節
池
の
商
業
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
水
辺
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
事
業
の
た
め
に
フ
ロ
ー
ト
デ
ッ
キ
を
浮
か
せ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）。
も
う
一
つ
は
、

県
が
デ
ッ
キ
を
整
備
し
て
、
民
間
の
方
が
運
営
し
、
店
舗
を
整
備
す
る
事
業
を
計
画
し
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

埼
玉
に
は
海
が
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
昨
年
４
月
に
は
、「
埼
玉
県
の
海
開
き
」
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。「
水
辺
で
乾
杯
」
と
い
う
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
水
辺
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
、
そ
れ
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
７
月
７
日
の
７
時
７
分
に
み
ん
な
で
乾
杯
す
る
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
を
文
字
っ
て
０
時
19
分
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
つ
く
っ
た
ビ
ー
ル
「
越
谷
水
辺
エ
ー
ル
」
で

乾
杯
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、
水
質
も
改
善
し
よ
う
と
考
え
た
の
が
、「
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
空
心
菜
推
進
事
業
」
で
す
。
水
耕
栽
培
で
育
て
や
す
く
て
食
べ
や
す
い
空
心
菜
を
作
っ
て
、
水
質
も

き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
事
業
で
す
が
、
実
験
で
い
ろ
い
ろ
栽
培
す
る
な
か
で
、
実
際
に
キ
ャ
ベ
ツ
も

丸
々
と
玉
に
な
っ
た
り
、
イ
チ
ゴ
も
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
発
表
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ＊

を
導
入
し
て
、
大
相
模
調
節
池
の
維
持

管
理
費
に
あ
て
ま
す
。
年
間
３
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
予
算
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
費
用
で
水
質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
県
の
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
、
公
共

施
設
な
ど
の
広
告
宣
伝
の
価
値
を
も
と

に
、
企
業
名
や
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど
を
施

設
の
愛
称
と
し
て
つ
け
る
権
利
（
命
名

権
）
の
こ
と
。
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南
み
な
み

荻お
ぎ

島し
ま

出で

津づ

自
治
会
・
公
園
と
川
辺
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

石
野　
次
に
、
後
藤
さ
ん
が
は
じ
め
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
み
ず

べ
の
ア
ト
リ
エ
」（
写
真
８
）
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
自
治
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
話
で

す
。

　

こ
の
建
物
は
戸
建
て
分
譲
の
開
発
要
件
で
つ
く
っ
た
地
域
に
お
け
る
２

つ
目
の
自
治
会
館
で
す
。
計
画
段
階
か
ら
住
民
が
参
加
し
て
、
行
政
・
自

治
会
・
近
隣
大
学
と
共
創
し
て
、「
使
わ
れ
な
い
自
治
会
館
で
は
も
っ
た

い
な
い
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
で
つ
く
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
今
年
で
６
年
目
で
す
が
、
年
間
４
０
０
０
名
が
来
訪
し
、
予
約
シ

ス
テ
ム
が
パ
ン
ク
す
る
ぐ
ら
い
予
約
が
入
る
自
治
会
館
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
自
治
会
館
を
運
営
す
る
た
め
に
、
南
荻
島
未
来
会
議
と
い
う
自
治

会
・
行
政
・
事
業
者
に
専
門
家
を
加
え
た
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、「
将
来

ど
ん
な
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ
て
計
画
を

立
て
ま
し
た
。

　

図
３
は
未
来
予
想
図
で
す
。
公
園
の
左
隣
に
あ
る
建
物
が
「
み
ず
べ
の

写真 8　「みずべのアトリエ」　埼玉県越谷市・出津地区にできた自治会館。隣接する元荒川沿いに自治会
館と公園が並び建つ。近接する河川敷・遊歩道などを含めて地域の拠点となっている。写真中央が「み
ずべのアトリエ」。（画像提供：南荻島出津自治会）
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ア
ト
リ
エ
」
で
す
。
集
会
所
と
公
園
と
河
川
が
一
体
で
み
ん
な
が
楽
し
む

場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

集
会
所
を
建
て
て
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
み
ん
な
で
建
物
の
中
に
置
く

家
具
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
た
り
し
て
、
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ
く
形
で
作
り
上
げ

て
ま
す
。

　

現
在
、
未
来
会
議
へ
参
加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
「
南

荻
島
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
私

が
代
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
宅
開
発
企
業
の
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
さ
ん
と
一

緒
に
連
携
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
お

り
ま
す
。

　

自
治
会
館
の
オ
ー
プ
ン
式
典
に
は
越
谷
市
長
も
来
て
い
た
だ
い
て
、
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
館
は
火
曜
日
、
金
曜
日
に
通
常
開
放
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
自
然
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
大
学
生
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
来
て

宿
題
を
見
て
く
れ
る
た
り
す
る
。
ま
た
、
い
ま
は
中
止
し
て
い
る
ん
で
す

け
ど
、
多
世
代
が
交
流
す
る
「
ち
ょ
い
飲
み
ナ
イ
ト
」
を
毎
月
１
回
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
缶
ビ
ー
ル
と
缶
詰
に
、
参
加
者
が
ち
ょ
っ
と
し
た
手
作

り
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
交
流
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
貸
し
出
し
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
月

図 3　「みずべのアトリエ」とその周辺の未来予想図　このイラストは、住民が中心となって、「みずべの
アトリエ」の活用を考え、地域の未来をイメージしてつくられた。真ん中に描かれた建物が「みずべの
アトリエ」で、隣に公園がある。その他に、川でカヌーをしたり、河川敷でキャンプをしたりして過ご
す住民の姿が描かれている。（画像提供：南荻島出津自治会）
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１
０
０
件
の
予
約
を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
、
毎
月
パ
ン

ク
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
予
約
争
奪
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

写
真
９
は
、
川
辺
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
る
地
域
住
民
で

す
。
川
沿
い
で
カ
ヌ
ー
し
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
カ
ヌ
ー
も
県
か
ら
借
り
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
県
か
ら
堤
防
の
草
刈
り
の
委
託
を
受
け
て
、
そ
の
委

託
収
入
で
カ
ヌ
ー
を
６
艇
揃
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
９
０
０
㎡
を
３
回
刈
っ
て
年
間
50
万
円
ぐ
ら
い
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
際
は
、「
い
つ
も
き
れ
い
に
し
た
い
よ

ね
」
と
い
っ
て
５
回
以
上
刈
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
き
れ
い

な
の
で
、「
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
提
案
し

ま
し
て
、
去
年
の
12
月
に
試
行
で
第
１
回
を
や
り
、
20
組
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、「
犬
の
散

歩
を
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
」
と
犬
の
散
歩

を
し
て
い
る
方
に
相
談
し
て
、「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
の

称
号
を
つ
け
て
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
毎
月
１
回
や
っ

て
い
こ
う
と
動
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
感
じ
で
日
々

写真 9　川でカヌー遊びをする地域住民　（画像提供：南荻島出津自治会）
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い
ろ
い
ろ
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
で
一
番
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
南
荻
島
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表

を
し
て
い
た
私
が
自
治
会
長
に
な
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
。
自
治
会
自
体
も
巻
き
こ
ん
で
、
こ
う
し
た
お
も
し

ろ
い
動
き
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
か
げ
さ
ま
で
、「
み
ず
べ
の
ア
ト
リ
エ
」
が
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
い
た
だ
い
た
り
、
地

域
価
値
を
共
創
す
る
「
不
動
産
業
ア
ワ
ー
ド
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
い

う
面
が
評
価
さ
れ
て
「
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
も
い
た
だ
い
て
、
対
外
的
に
も
非
常
に
評
価
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

後
藤　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
県
庁
職
員
と
自
治
会
長
の
二
刀
流
で
大
活
躍
の
様
子
が
う

か
が
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
楽
し
ん
で
や
ら
れ
て
い
る
の
が
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
河
川
敷
の
草

刈
り
を
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
、
そ
し
て
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
発
想
が
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
が
、
と
て
も
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

石
野　
「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
」
を
考
え
て
、「
そ
れ
を
や
っ
た
ら
み
ん

な
も
楽
し
い
か
な
」
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

後
藤　
と
も
す
れ
ば
川
に
背
を
向
け
て
い
た
時
代
が
長
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
川
に
顔
を
向

け
て
、
顔
を
向
け
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
川
に
近
づ
い
て
行
っ
て
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
防
災
力
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
津
田
さ
ん
お
願
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
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岡
山
県
真
備
町
・
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

津
田　
真
備
町
は
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災

を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
方
が
51
人
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
88
・
２
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
し
た
。
さ
ら
に
、
ご
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
方
が
そ
の
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

浸
水
域
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ど
お
り
で
、
深
い
と
こ
ろ

で
は
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸
水
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
施
設
の
ご
利
用
者
さ
ん
も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
家
の

２
階
の
天
袋
ま
で
水
が
来
た
と
い
う
状
況
で
、
そ
の
方
は

１
階
の
寝
室
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
水
害
を
繰
り
返
し
受
け
て
き
た
真
備
町
で
す

が
、
こ
の
真
備
町
で
ど
う
や
っ
た
ら
住
み
続
け
ら
れ
る
か

を
考
え
た
と
き
に
、「
で
き
た
ら
１
階
に
住
ま
な
い
で
、

２
階
、
３
階
以
上
に
住
め
た
ら
い
い
ね
」
と
い
っ
て
出
来

た
の
が
「
サ
ツ
キ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
避
難
機
能
付
き

共
同
住
宅
な
ん
で
す
（
写
真
10
）。
お
金
は
も
ち
ろ
ん
な

写真 10　「サツキ PROJECT」の避難機能付き共同住宅　2018 年 7 月の西日本豪雨で水害に遭ったこと
をきっかけに避難機能付き共同住宅が生まれた。この住宅は、車椅子や身体に不自由があっても、安全に
避難できるように、2 階まで続くスロープが設置されている。また、この住宅の部屋の一部をコミュニティ
ルームとして開放している。災害時には防災拠点としての役割も担っている。（画像提供：ぶどうの家）
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か
っ
た
の
で
、「
今
す
ぐ
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
ね
」
っ
て
話
し
て
い
た
ら
、
地
域
の
方

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
を
聞
い
て
、「
被
災
し
た
ア
パ
ー
ト
を
使
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

共
同
住
宅
の
建
物
は
、
国
土
交
通
省
の
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
い
う
制
度
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
使
い
、
そ
れ
に
自
己
資
金
を
合
わ
せ
て
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
被
災
ア
パ
ー

ト
を
改
修
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
常
に
人
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
近
所
で
暮
ら
す
方
々
が
「
台

風
が
来
そ
う
で
心
配
だ
わ
」
と
な
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
来
て
も
ら
っ
て
い
い
よ
と
、
24
時
間
体

制
で
開
放
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ア
パ
ー
ト
の
一
部
屋
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に
し
て
い
ま
す
（
写
真
11
）。
そ

こ
に
日
頃
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
わ
い
わ
い
と
お
茶
を

飲
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
み
ん
な
で
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
慣
れ
親
し
ん

だ
場
所
に
な
っ
て
、
避
難
を
す
る
こ
と
自
体
が
負
担
に
な
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。「
洪
水
が

怖
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
行
こ
う
か
」
と
気
軽
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
避
難
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
の
と
き
に
、
私
た
ち
が
「
避
難
し
ま
し
ょ
う
」
と

声
を
か
け
て
回
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
避
難
し
な
い
」
と
い
わ
れ
た
方
が
多
く
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
は
避
難
所
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
体
育
館
み
た
い
に
大
き
な
施
設
だ
と

し
て
も
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人
だ
と
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
か
、
避
難
所
で
寝
た
き
り
の
奥
さ
ん
の
お
む
つ
交
換
を
ど
こ
で
し
た
ら
い
い
の
か
と
か
、
そ

写真 11　共同住宅のコミュニティルー
ム　地域で暮らす人たちが日常的に集
まって、談笑したり、イベントをしたり
している。（画像提供：ぶどうの家）
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う
し
た
不
安
が
あ
っ
て
、「
こ
の
ま
ま
家
に
い
た
ほ
う
が
い
い
。
避
難
は
し
な
い
」
と
家
に
居
よ
う
と
さ
れ

た
方
が
い
た
ん
で
す
ね
。
結
果
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
多
か
っ
た
。
で
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
付
き
合

い
を
も
っ
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に
行
っ
た
ら
ど
う
い
う
人
た
ち
が
い
て
、ど
う
過
ご
せ
る
か
が
わ
か
っ

て
い
れ
ば
、
避
難
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
か
な
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
被
災
し
た
民
家
を
み
ん
な
の
居
場
所
に
し
た
い
と
思
い
、
自
分
た
ち
の
力
で
少
し
ず
つ
改
修

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
参
加
し

て
も
ら
う
。
あ
る
方
は
、施
設
の
改
修
で
道
路
ぎ
わ
の
塀
を
壊
し
て
い
た
と
き
に
車
が
通
る
と
危
な
い
の
で
、

お
鍋
を
カ
ン
カ
ン
た
た
い
て
「
車
が
来
る
よ
」
と
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
こ
の
場
所
を
ど
う

使
い
た
い
か
と
い
う
声
を
聞
い
て
、
少
し
ず
つ
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
、
心
配
な
こ
と
と

か
不
安
な
こ
と
を
日
頃
か
ら
相
談
し
あ
え
る
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
く
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
日
頃
か
ら
の
関
係
性
と
か
、
顔
の
見
え
る
関
係
と
か
、「
助
け
て
」
と
言
え
る
関
係
と
か
、
ど

こ
に
誰
が
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
と
か
弱
み
と
か
、
そ
う
い
う

も
の
が
わ
か
っ
て
い
る
地
域
の
関
係
づ
く
り
が
必
要
か
な
と
思
っ
て
、
い
ま
特
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る

の
が
、「
防
災
」
や
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
「
演
劇
」
を
演
じ
る
な
か
で
、
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
災
害
の
現
場
で
も
、
認
知
症
の
介
護
で
も
、
相
手
が
ど
う
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
か

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に
演
劇
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
西
日
本
豪
雨
の
と
き
に
利
用
者
さ
ん
や
、
そ
の
ご
家
族
に
「
避
難
し
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
年
老
い
て
よ
く
な
る
見
込
み
の
な
い
自
分
、
重
病
に
な
っ
て
い
る
自
分
の
命
が
助
か
っ
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た
と
し
て
何
の
意
味
が
あ
る
ん
だ
と
思
わ
れ
た
方
や
、
半
身
不
随
で
下

半
身
が
動
か
な
い
状
態
で
、
手
の
力
だ
け
で
２
階
に
上
が
っ
て
壁
に
身

を
寄
せ
て
隠
れ
た
人
も
い
た
ん
で
す
ね
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
を
飛

ん
で
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
方
は
「
見
つ
か
っ
た
ら
避
難
所
に
連
れ

て
行
か
れ
る
か
ら
、
私
は
こ
う
や
っ
て
隠
れ
て
い
る
の
よ
」
っ
て
い
わ

れ
た
ん
で
す
。
こ
の
経
験
か
ら
も
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
人
が
い
て
、
ど

う
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
、
日
頃
か
ら
知
っ
て
お
く
こ
と
が
と
て

も
大
事
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
人
の
思
い
と
か

価
値
観
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
共
有
で
き
て
、「
じ
ゃ
あ
、
次
こ
う
し

た
ら
い
い
ね
」
み
た
い
な
話
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
有
効
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
事
業
所
「
ぶ
ど
う
の
家
」
が
あ
る
箭や

田た

地
区
の
人
た
ち

は
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
ま
す
（
写
真
12
）。「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

は
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」「
み
ん
な
で
助
か
る
」
を
目
標
に
つ
く
ら
れ
た

カ
ー
ド
で
、「
い
つ
逃
げ
る
か
」「
ど
こ
に
逃
げ
る
か
」「
誰
と
逃
げ
る
か
」

「
ど
う
や
っ
て
逃
げ
る
か
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ

め
相
談
し
て
決
め
て
お
き
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
箭
田
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
防
災
事
業
と
し
て
さ
れ
て
い
て
、そ
こ
に「
ぶ
ど
う
の
家
」

写真 12　箭田地区の「ヘルプカード」　「いつ」「どこに」「誰と」「どうやって」な
ど、避難場所や逃げる手段などを記したカード。（画像提供：ぶどうの家）
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の
よ
う
な
福
祉
事
業
所
を
巻
き
こ
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
他
に
、「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
も
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
つ
く
っ
て

い
ま
す
。「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
、
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
参
考
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
、
家
族
構
成
や
地
域
環
境
に
合
わ
せ
て
、
時
系
列
で
整
理
し
た
個
別
避
難
計
画
で

す
。
そ
の
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
要
配
慮
者
一
人
ひ
と
り
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
や
「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
話
し
合
い
を
し
て
お
く
と
、

自
分
た
ち
の
地
域
が
ど
ん
な
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
た
と
え
ば
台
風
が
来

る
と
き
に
、「
今
度
台
風
が
来
そ
う
だ
か
ら
避
難
す
る
ん
で
し
ょ
う
？　

だ
っ
た
ら
、
利
用
者
の
人
を
ぶ
ど

う
の
家
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と
近
所
の
人
が
連
れ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
近
所
の
人
は
、
利
用
者
さ
ん
の
調
子
が
悪
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
余
計
な
お
せ
っ
か
い
を
し

て
は
い
け
な
い
と
遠
慮
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
も
関
わ
っ
て
い
い
ん
だ

と
わ
か
っ
て
も
ら
え
て
、
日
頃
か
ら
気
に
か
け
て
も
ら
え
た
り
、
手
助
け
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
起
き
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
そ
う
し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
場
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
命
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ど
ん
な
と
き
で
も
、一
人
一
人
が
地
域
の
一
員
と
思
っ
て
い
ま
す
。
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た
り
、

お
互
い
さ
ま
の
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
誰
も
と
り
残
さ
な
い
こ
と
に
繫
が
り
ま
す
。
地
域
の
暮
ら
し
を
み
ん

な
で
つ
く
り
た
い
し
、「
助
け
て
」
と
言
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が

住
み
や
す
い
町
は
、
防
災
に
も
強
い
町
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

後
藤　

以
前
、
津
田
さ
ん
の
活
動
を
ネ
ッ
ト
の
動
画
で
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、「
助
け
て
」
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と
言
え
る
関
係
が
一
番
重
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
と
て
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
今
日
は
さ
ら
に
防
災
と
認
知
症
介
護
の
か
け
算
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
、
改
め
て
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

外
部
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

後
藤　
こ
れ
か
ら
は
、
み
な
さ
ん
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
時
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
石
野
さ

ん
、
津
田
さ
ん
か
ら
具
体
的
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
陳
さ
ん
、
宮
地
さ
ん
か
ら

ご
質
問
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
陳
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

陳　
石
野
さ
ん
、
津
田
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
地
域
の
活
動
を
し
て
い
れ
ば
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
お
互
い
に
協
力
で
き
る
関
係
に
な
る
こ
と
に
感
心
し
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
一
つ
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
そ
の
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
け
る
の
で
す
か
、
サ
ポ
ー

タ
ー
を
つ
く
る
と
活
動
が
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

た
と
え
ば
津
田
さ
ん
の
お
話
で
は
、
地
元
の
方
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
よ
う
に

大
学
の
先
生
や
専
門
家
た
ち
を
生
か
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
地
元
の
方
は
も
う
少
し
気

楽
に
や
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
石
野
さ
ん
の
お
話
も
同
じ
で
、
行
政
に
も
う
少
し

専
門
家
の
人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

後
藤　
真
備
町
の
住
民
の
方
で
は
な
い
外
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
発
揮
し
て
く
れ
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て
い
ま
す
か
。
津
田
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

津
田　
い
ろ
ん
な
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。災
害
直
後
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々
は
細
く
、
長
く
、
い
ま
も
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
高た

か

梁は
し

川が
わ

・
小お

田だ

川が
わ

緊
急
治
水
対
策
で
、
真
備
町
に
国
交
省
の
河
川
事
務
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
国
交
省
の
方
た
ち
が
す
ご
く

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ハ
ー
ド
面
の
川
の
付
け
替
え
だ
け
で
は
な
く
て
、
ソ
フ
ト
面
も
一
緒
に
考
え
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
。「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
も
、
私
た
ち
や
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
一

緒
に
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
住
民
に
広
め
る
協
力
も
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
地
域
活
動
で
い
え
ば
、
倉
敷
市
役
所
の
方
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
も
、
も
ち
ろ
ん
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
真
備
町
に
は
大
学
が
な
い
ん
で
す
が
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、

い
く
つ
か
大
学
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
学
生
が
た
ま
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

交
通
が
不
便
な
こ
と
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

箭
田
地
区
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
ほ
ん
と
う
に
活
発
で
す
。
活
動
に
は
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
、
中
学

校
、
高
校
、
そ
し
て
支
援
学
校
ま
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
一
緒
に
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
私
た
ち

の
福
祉
事
業
所
も
い
る
。み
ん
な
で
や
っ
て
い
て
、組
織
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
と
い
う
感
じ
な
の
か
な
っ

て
思
い
ま
す
。

　

後
藤　
石
野
さ
ん
、
同
じ
質
問
で
す
。
外
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
発
揮
し
て
く
れ
て

い
ま
す
か
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

石
野　
私
た
ち
の
地
区
に
は
文
教
大
学
の
越
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
文
教
大
学
は
、
先
生
に
な
り
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た
い
学
生
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
大
学
で
す
。
学
生
さ
ん
に
「
み
ず
べ
の
ア
ト
リ
エ
」
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
後
も
連
携
は
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い
ま
は
ま
だ
一
部
の
エ
リ
ア
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
の
か
、
す
ご
く
難
し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
南
荻
島
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
少
し
緩
い
自
治
会
的
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
事
務

局
を
や
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
た
ち
の
負
担
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
て
、
も
う
少
し
緩
く
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
、
い
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
で
議
論
し
て
い
る
ん
で
す
。
い
ち
ど
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
を
解
散
し
て
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
を
情
報
を
広
げ
る
だ
け
に
す
る
。
何
か
役
割
を
も
つ
と
い
う
よ
り
も
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、「
お
も
し
ろ
い
よ
ね
」
み
た
い
に
発
信
し
て
、
た
と
え
ば
興
味
を
も
っ
た
方
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
し
た
緩
い
仕
組
み
に
し
て
い
か
な
い
と
、
人
の
広
が
り
は
限
界
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
越
谷
市
の
人
口
は
30
万
人
で
、
私
た
ち
の
自
治
会
で
も
、
７
５
０
世
帯
、
２
０
０

０
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
正
直
、
一
つ
の
村
み
た
い
な
感
じ
な
の
で
、
な
か
な
か
隅
々
ま
で
情
報
が
広
が
ら
な

い
。
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
伝
え
て
い
く
の
か
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
津
田
さ
ん
か
ら
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
越
谷
市
で
も
要
救
護
者
の
登
録
が
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
民
生
委
員
さ
ん
の
名
前
を
登
録
し
て
終
わ
り
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は

ダ
メ
で
、
自
治
会
主
導
で
、
ま
だ
要
救
護
者
に
な
っ
て
い
な
い
方
も
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
つ
く
っ
て
、
５

年
後
、
10
年
後
に
そ
う
し
た
方
た
ち
が
安
心
し
て
救
助
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
い
ま
の
関
係
を
ど
う
や
っ
て
広
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分
で
、
今
回
の
話
は
す
ご
く
ヒ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

　

後
藤　
い
ま
石
野
さ
ん
の
言
葉
に
あ
っ
た
「
緩
い
」
と
い
う
の
は
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
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ね
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
持
続
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、特
に
首
都
圏
郊
外
の
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
や
っ

ぱ
り
「
入
り
や
す
く
、
や
め
や
す
い
」
組
織
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
持
続
し
て
い
か

な
い
と
い
う
の
は
確
か
だ
な
と
思
い
ま
す

防
災
に
対
す
る
意
識
・
関
心
を
持
続
さ
せ
る

　

後
藤　
宮
地
さ
ん
は
お
二
人
の
実
践
に
対
し
て
、
何
か
コ
メ
ン
ト
や
ご
質
問
は
あ
り
ま
す
か
。

　

宮
地　
い
ま
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
や
っ
て
広
げ
て
い
く
か
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
防
災
対
策
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
方
が
い
る
地
域
は
、
拠
点
が
あ
っ
て
と
っ
て
も
進
ん
で
い
っ
た
り
す
る
け

れ
ど
も
、
一
方
で
、
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
と
か
、
新
規
の
住
民

が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
地
域
で
は
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
こ
と
を
し
よ
う
と
言
い
出
す
方

も
い
な
く
て
、
ど
う
や
っ
て
防
災
対
策
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
か
と
い
う
の
は
す
ご
く
難
し
い
問
題
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

何
か
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
人
々
の
関
心
が
と
て
も
高
ま
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
し
ば
ら
く
た
つ
と
ど
う

し
て
も
関
心
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
防
災
に
対
す
る
意
識
、
関
心
を
持
続
的
に
も
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

津
田　
実
際
に
被
災
し
た
町
で
も
、
防
災
に
し
っ
か
り
と
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
方
と
、「
い
や
い
や
、

も
う
終
わ
っ
た
こ
と
だ
か
ら
忘
れ
た
い
ん
よ
」
と
い
わ
れ
る
方
が
い
て
、
一
概
に
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。「
防
災
、
防
災
」
と
あ
ま
り
し
つ
こ
く
言
う
と
後
ず
さ
り
す
る
方
も
い
る
の
で
、
石
野
さ
ん
、
宮
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地
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
「
楽
し
い
取
り
組
み
」
を
取
り
入
れ
て
、「
結
果
防
災
に
な
っ
た
ね
」

と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
そ
う
で
す
が
、
た
と
え
ば
「
お
祭
り
で
屋
台
を
や
っ
て
も
炊
き
出
し

の
練
習
に
な
る
よ
ね
」
と
か
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
防
災
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
ど
こ
に
な
に
が
あ
る
か
、
ど
の
人
が
ど
ん
な
特
技
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
、「
こ
れ
は
あ
の
人
に
頼
め
ば
い
い
よ
ね
」
と
地
域
の
み
ん
な
が
知
る
機
会
に
つ
な
が
る
。

大
都
市
か
ら
見
る
と
、
す
ご
い
小
さ
な
点
の
活
動
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
点
と
点
の
活
動
が
い
っ
ぱ
い
つ
な

が
っ
て
、
線
や
面
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
も
、
一
人
の
人
を
支
え
る
た
め
に
、
本
人
と
家
族
と
お
隣
さ
ん
た
ち

数
人
と
福
祉
事
業
所
が
出
会
う
こ
と
が
目
的
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
で
「
助
け
て
」
と
言
え
る
関
係
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
小
さ
い
知
り
合
い
の
集
ま
り
が
い
っ
ぱ
い
で
き
て

き
て
、そ
れ
が
真
備
町
全
体
で
面
に
な
っ
て
い
く
。そ
う
い
う
小
さ
い
小
さ
い
大
切
な
取
り
組
み
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

後
藤　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
石
野
さ
ん
は
、
防
災
に
対
す
る
意
識
、
関
心
を
持
続
的
に
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

石
野　
私
た
ち
は
近
隣
の
二
つ
の
自
治
会
と
合
同
防
災
訓
練
を
や
っ
て
い
ま
す
。
人
数
は
、
お
そ
ら
く
地

区
住
民
全
体
で
３
０
０
０
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
３
０
０
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
訓
練
の
参
加
者
も
、

関
心
が
な
い
と
い
う
か
、
毎
年
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
面
白
く
な
い
の
か
、
最
近
は
１
２
０
人
ぐ
ら

い
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
昨
日
、
３
自
治
会
合
同
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
と
き
に
、
こ
の
話
題
に
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な
り
ま
し
て
、
も
う
防
災
と
い
う
テ
ー
マ
よ
り
も
、「
ど
う
や
っ
て
人
を
集
め
る
か
」
み
た
い
な
話
で
、
と

り
あ
え
ず
、
産
直
販
売
を
し
て
い
る
地
元
の
農
家
さ
ん
に
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
を
し
て
も
ら
う
み
た
い
な
話
に

な
っ
た
ん
で
す
。
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
か
ら
、
新
し
い
人
が
来
れ
ば
、
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
も
十
分
防
災
訓
練
に
な
る
。
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
近
く
で
直
売
所
を
や
っ
て
い

る
こ
と
と
か
、
何
か
困
っ
た
ら
野
菜
と
か
お
米
と
か
の
援
助
が
で
き
る
よ
と
い
う
つ
な
が
り
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
連
携
が
広
が
れ
ば
す
ご
く
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
た
と
き
、
バ
イ
ト
が
で
き
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
た
大
学
生
た
ち
に
渡
す
た
め
に
、
自

治
会
で「
缶
詰
や
お
米
が
余
っ
て
い
た
ら
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
声
か
け
を
し
た
ん
で
す
。そ
の
と
き
、

す
ご
い
量
の
缶
詰
と
お
米
が
集
ま
っ
た
。
お
米
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
の
農
家
さ
ん
が
３
俵
持
っ
て
き
て
く

れ
た
り
し
た
ん
で
す
。
普
段
は
つ
な
が
り
が
な
い
人
た
ち
で
も
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
来
て
く
れ
て

つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
。
イ
ベ
ン
ト
と
か
を
き
っ
か
け
に
、「
何
と
な
く
見
た
こ
と
あ
る
よ
ね
」
と
い

う
人
を
増
や
し
て
い
く
の
が
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
藤　
津
田
さ
ん
の
お
話
に
も
、
石
野
さ
ん
か
ら
も
「
つ
な
が
り
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
、「
つ
な
が
り
」

を
可
視
化
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
盆
踊
り
と
か
イ
ベ
ン
ト
と
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
そ
う
い
う
共
通

体
験
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
「
つ
な
が
り
」
の
た
め
に
、
石
野
さ
ん
、
津
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
よ
り
住
民
の
情
報
を
把
握

し
て
い
る
方
、
自
治
会
長
さ
ん
で
あ
っ
た
り
福
祉
事
業
所
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
し
た
人
が
や
っ
ぱ
り
核
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
。
あ
ま
り
極
度
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
け
れ

ど
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
し
た
人
た
ち
が
「
つ
な
が
り
」
の
ハ
ブ
に
い
て
ほ
し
い
と
期
待
を
し
て
し
ま
う
と
こ
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ろ
が
、
外
か
ら
の
目
線
で
申
し
わ
け
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
石
野
さ
ん
は
何
か
お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

石
野　
災
害
時
は
役
所
に
助
け
て
も
ら
え
る
公
助
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

話
を
聞
く
と
、「
ま
ず
は
自
助
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
日
の
話
を
伺
っ
て
、
共
助
も
隣
近
所
と
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
だ
め
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
大
き
な
市
町
村
で
は
、
市
町
村
全
体
で
つ
な
が
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
そ
れ
こ
そ
自
治
会
の
役
割
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
る
機
会
が
最
近
多

く
あ
り
ま
す
。「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
と
い
う
取
り
組
み
を
、
高
齢
者
の
団
体
な
ど
に
投
げ
か
け
た
ら
、
み
ん

な
で
お
も
し
ろ
が
っ
て
や
っ
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
く
つ
も
高
齢

者
の
団
体
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
み
た
い
な
発
想
っ
て
な
か
な
か
出
な
い
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。
い
ま
す
ぐ
の
話
で
な
く
て
、
５
年
後
、
10
年
後
に
自
分
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
想
像
し
て
、
い

ま
か
ら
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
つ
く
る
こ
と
は
す
ご
く
い
い
案
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
藤　
津
田
さ
ん
は
今
日
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
何
か
気
付
き
、
発
見
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

津
田　
私
は
、
石
野
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
ぜ
ひ
勉
強
に
行
き
た
い
っ
て
思
い
ま
し
た
。
す
ご
く
参
考
に
な
っ

た
。
宮
地
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
東
京
都
の
地
下
調
節
池
で
の
阿
波
踊
り
も
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
、
次
の
機

会
に
は
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

石
野　
そ
う
で
す
ね
。
地
下
の
阿
波
踊
り
は
す
ご
い
で
す
ね
。

　

津
田　
そ
れ
と
、
つ
な
が
り
と
い
う
点
で
は
、
福
祉
の
事
業
所
は
、
ほ
ん
と
う
は
す
ご
く
地
域
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
、
私
た
ち
は
手
を
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振
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、み
な
さ
ん
か
ら
私
た
ち
の
手
を
つ
か
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

運
営
推
進
会
議
と
い
う
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
数
か
月
に
一
回
し
て
い
る
の
で
、「
そ
こ
に
参
加
し
た

い
」
と
か
、「
一
回
話
に
行
く
よ
」
み
た
い
な
こ
と
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
防
災
で
大
い
に
使
え
る
資
源
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
私
た
ち
も
あ
り
が
た
い
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
セ
ッ
ト
で
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
使
っ
て
い
る
ん
で

す
け
ど
、「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
元
気
な
人
に
も
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
し
、
相
手
の
こ
と
も
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
「
要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
も
絡
め
て
や
っ
て
い
る
の
が
、
す
ご
い
強
み
で
、

お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
は
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
っ
て
な
か
な
か
浮
か
び
上
が
り

に
く
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
地
域
の
中
の
要
配
慮
者
が
自
分
か
ら
出
て
い
く
と
こ
ろ
に
も
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
広
げ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
つ
な
が
り
」
が
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

　

後
藤　
そ
れ
で
は
、
最
後
に
お
一
人
ず
つ
に
一
言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
陳
さ
ん
か
ら
、
今

日
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
か
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

陳　
石
野
さ
ん
、
津
田
さ
ん
の
事
例
が
と
も
に
非
常
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
私
に
と
っ
て
勉
強
に
な
っ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
昔
、
私
が
ま
ち
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
防
災
を
考
え
て
い
た
と
き
に
、
災
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害
だ
け
の
話
を
す
る
と
み
ん
な
嫌
が
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
、
日
頃
の
生
活
と

つ
な
げ
る
の
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
地
域
活
動
や
福
祉
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
と

人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
災
害
や
防
災
の
こ
と
を
話
せ
ば
、
抵
抗

が
少
な
く
な
り
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
防
災
と
生
活
が
繫
が
る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
石
野
さ
ん
の
話
に
も
あ
っ
た
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
は
、
す
べ
て
つ
な
げ
て
考
え

る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
自
助
と
共
助
は
、
今
日
の
話
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

つ
な
が
り
や
す
い
が
、
公
助
と
は
比
較
的
繋
が
ら
な
い
。
一
般
で
は
、
公
助
は
ハ
ー
ド
を
整
備
す
る
こ
と
に

お
金
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
む
し
ろ
ソ
フ
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
も
っ
と
必
要
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
金
額
か
ら
考
え
る
と
、
ソ
フ
ト
の
活
動
費
は
少
な
い
で
す
よ
ね
。
一
つ
の
堤
防
を
つ

く
る
と
何
十
億
と
か
か
り
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
の
活
動
費
は
そ
ん
な
に
必
要
な
い
し
、
助
成
金
で
地
元
の
活
動

を
も
う
少
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
、住
民
の
「
つ
な
が
り
」
が
強
く
な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
へ
ん
の
お
金
の
分
配
は
、
い
ま
台
湾
で
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
ま
す
。
堤
防
を
つ
く
れ
ば
、
変
化
が

す
ぐ
に
目
に
見
え
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
の
活
動
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
使
っ
て
も
効
果
が
見
え
に
く
い
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
か
も
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
言
え
ば
そ
れ
が
逆
に
非
常
に
大
事
で
す
。

　

行
政
も
防
災
と
日
常
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
個
別
に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
堤
防
を
つ
く
っ

て
い
る
事
業
と
福
祉
事
業
を
関
係
な
し
に
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
も
も
う
少
し
横
断
的
に
や
ら
な
い
と
、

21
世
紀
、
22
世
紀
の
将
来
に
対
応
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
横
の
つ
な
が
り
が

非
常
に
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と
、
い
ま
の
石
野
さ
ん
、
津
田
さ
ん
の
事
例
を
聞
い
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
そ
う
い
う
考
え
方
、
や
り
方
で
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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後
藤　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮
地
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

宮
地　
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
の
陳
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
行
政
と
し
て
も
ソ
フ
ト
の

部
分
を
し
っ
か
り
重
視
し
て
い
く
な
か
で
、
最
初
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
組
織
の
防
災
活
動
を
表
彰
し
て
い
く

と
い
う
の
は
、
す
ご
く
や
る
気
に
も
つ
な
が
る
し
、
い
い
事
例
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
、
と
て
も

よ
い
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
よ
い
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、そ
う
い
っ
た
よ
い
取
り
組
み
を
少
し
ず
つ
と
り
い
れ
な
が
ら
工
夫
を
し
て
、面
と
し
て
広
が
っ

て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
藤　
石
野
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

石
野　
今
日
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
彰
制

度
は
埼
玉
県
と
し
て
も
何
か
で
き
な
い
か
な
と
思
い
つ
つ
、
行
政
と
し
て
は
有
識
者
と
の
普
段
の
連
携
も

や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
で
い
い
ま
す
と
、東
京
都
の
よ
う
に
雨
量
85
ミ
リ
、75
ミ
リ
と
い
う
豪
雨
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ

て
い
て
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、
行
政
職
員
と
し
て
も
発
信
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
東
京
都
の
よ
う
に
大
き
な
予
算
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
埼
玉
県
と
し
て
は
地
下
河
川
み
た
い
な

も
の
が
で
き
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
工
夫
し
て
、
ソ
フ
ト
を
連
携
さ
せ
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
活
動
す
る
う
え
で
は
、
地
域
か
ら
の
声
と
福
祉
目
線
の
声
を
ど
う
や
っ
て
つ
な
げ
て
い
く
の
か
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
ま
す
。
い
ま
は
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
人
た
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
も
う
少
し
情
報
を
と
り
に
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
時
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間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
藤　
津
田
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

津
田　
参
考
に
な
る
お
話
を
い
っ
ぱ
い
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
災
害
の
と

き
に
私
た
ち
は
情
報
が
な
く
て
困
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
情
報
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
と
か
、
情
報
を
ど
う

と
り
に
い
く
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
日
頃
か
ら
勉
強
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体
を
助
成
金
で
表
彰
す
る
と
い
う
の
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

も
し
そ
う
い
う
表
彰
が
あ
っ
た
ら
、
ま
す
ま
す
が
ん
ば
る
動
機
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
藤　
み
な
さ
ん
が
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
、
表
彰
制
度
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、石
野
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、自
治
会
館
「
み
ず
べ
の
ア
ト
リ
エ
」
の
取
り
組
み
は
「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
物
理
的

な
姿
の
格
好
良
さ
が
問
わ
れ
る
と
思
い
が
ち
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
の
取
り
組
み
に
対
し
て
も

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
も
、時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。き
っ

と
真
備
町
の
津
田
さ
ん
の
活
動
も
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
狙
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
お
話
に
は
、
私
自
身
も
ほ
ん
と
う
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
つ
な
が
り
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
、
あ
る
い
は
領
域
と
領
域

を
つ
な
ぐ
と
か
、
垣
根
を
低
く
す
る
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
よ
く
学
生
に
話
す
の
は
、
20
世
紀
の
方
法
論
は
「
分
け
る
」
こ
と
だ
っ
た
。
何
で
も
か
ん
で
も
分
け

て
、
課
題
を
単
純
化
し
て
、
そ
こ
に
最
適
な
解
を
与
え
る
よ
う
に
機
能
を
埋
め
こ
ん
で
い
く
。
私
の
専
門
分
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野
の
都
市
計
画
で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
言
い
方
で
、
土
地
利
用
を
分
け
る
。
あ
る
い
は
建
築
の
設
計
の
間

取
り
も
機
能
で
部
屋
を
分
け
る
と
い
う
発
想
な
ん
で
す
が
、
21
世
紀
は
「
分
か
ち
あ
う
」
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
い
か
に
シ
ェ
ア
を
す
る
か
。
そ
れ
が
大
切
な
方
法
論
で
、
時
間
も
空
間
も
、
あ
る

い
は
人
間
も
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
シ
ェ
ア
す
る
か
。

「
分
け
る
」
と
い
う
の
は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
俯
瞰
的
な
上
か
ら
目
線
で
、プ
ラ
ン
ナ
ー
と
か
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
か
、
そ
う
し
た
人
が
分
け
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
分
か
ち
あ
う
」
で
は
、
今
度
は
ユ
ー
ザ
ー
オ
リ

エ
ン
テ
ッ
ド
な
方
法
が
求
め
ら
れ
、
現
場
の
利
用
者
目
線
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
融
通
し
あ
う
。

　

防
災
も
同
様
で
、「
分
け
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
対
応
で
き
な
い
、
特
に
、
本
日
の
テ
ー
マ
の
水

害
を
は
じ
め
と
す
る
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
地
球
を
、
国
土
を
、
ふ
る
さ
と
を
、
い
か
に
「
分

か
ち
合
う
」
か
と
い
う
視
点
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
人
一
人
が
、
物
理
的
空
間
や
社
会
的

空
間
の
中
で
居
場
所
を
見
つ
け
て
い
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
が
で
き
て
、
自
然
環
境
の
生
態
系
の
よ
う
な

お
互
い
に
共
存
共
栄
の
関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
。
い
ま
そ
う
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
ね
。

　

そ
う
し
た
と
き
に
、
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ハ
ブ
に
な
る
人
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
本
日
の
座
談
会
の
登
壇
者
の
皆
さ

ん
が
異
口
同
音
に
仰
っ
た
「
つ
な
が
り
」
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。「
普
段
は
つ
な
が
り
が
な
い
人
た

ち
で
も
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
来
て
く
れ
て
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
」
や
、「
日
頃
か
ら
そ
う

し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
と
人
を
結
び
つ

け
る
糊
代
の
よ
う
な
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
つ
く
り
こ
ん
で
お
く
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、「
防
災
と
日
常
生
活
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と
の
つ
な
が
り
を
個
別
に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
」
や
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
は
す
べ
て
つ
な
げ
て
考
え

る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
発
言
の
よ
う
に
、
縦
割
り
を
超
え
て
い
く
横
串
の
よ
う
な
も
の
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、「
防
災
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
大
上
段
に
掲
げ
て
も
市
民
は
な
か
な
か
つ
い
て
き
て
く
れ

な
い
。「
災
害
だ
け
の
話
を
す
る
と
み
ん
な
嫌
が
る
」「
も
う
終
わ
っ
た
こ
と
だ
か
ら
忘
れ
た
い
ん
よ
」「
防
災
、

防
災
と
あ
ま
り
し
つ
こ
く
言
う
と
後
ず
さ
り
す
る
方
も
い
る
」
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。「
つ
な
が
り
」

と
呼
べ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
共
有
で
き
る
よ
う
な
価
値
観
の
醸
成
を
進
め
、
そ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
防
災
力
の
向
上
に
向
か
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

予
定
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
座
談
会
は
こ
れ
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
２
０
２
５
年
２
月
12
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
）
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─
将
来
の
気
候
変
動
と
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
予
測
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　
私
の
属
し
て
い
た
京
都
大
学
防
災
研
究
所
で
は
、
大
気
・
水
研
究
グ
ル
ー
プ
や
総
合
防
災
研
究
グ
ル
ー
プ
、

地
盤
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多
く
の
研
究
室
、
教
員
、
研
究
員
が
、
連
携
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
協
働
し
て
、
将

来
の
気
候
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク
の
予
測
・
適
応
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
は
、
気
温
や
気
象
パ
タ
ー
ン
の
長
期
的
な
変
化
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
今
の
地
球
温
暖
化
の
場

合
、
そ
の
変
化
の
主
な
原
因
は
化
石
燃
料
（
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
）
の
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
が
地
球
を
覆
い
、
太
陽
の
熱
を
閉
じ
込
め
て
地

球
温
暖
化
（
気
温
上
昇
）
が
起
き
、
気
候
変
動
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
参
加
し
て
き
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
気
候
変
動
予
測
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
国

際
社
会
が
１
年
間
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
ど
れ
く
ら
い
排
出
す
る
か
」
と
い
う
デ
ー
タ
を

ベ
ー
ス
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
気
候
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
二
酸
化
炭
素
が

増
え
て
い
っ
た
場
合
の
気
象
の
変
化
を
計
算
し
、
将
来
の
気
候
変
動
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

特
集

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
気
候
変
動
が
豪
雨
災
害
に
及
ぼ
す
影
響
と
適
応

中
な か

北
き た

英
え い

一
い ち

 氏
京都大学総長特別補佐、名誉教授。工学博士。1985年京都大学工学研
究科博士課程を中途退学後、1985年防災研究所助手、1991年同助教授、
2000年工学研究科助教授を経て、2004年から防災研究所教授。この
間2015年～2017年防災研究所副所長、2021年～2024年同所長、
2022年～2025年京都大学副理事。国土交通省社会整備審議会や文部
科学省科学技術・学術審議会委員。気象レーダーを用いた豪雨観測・予
測に長年従事するとともに、気候変動による災害環境の将来予測ならび
に適応に関する研究に従事。国内外の多くの災害調査を行ってきている。

近
年
、
日
本
各
地
で
大
き
な
豪
雨
災
害
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
豪
雨
災
害
は
、
い
か
に
し
て
発
生
す
る
の

か
。
豪
雨
災
害
に
影
響
を
与
え
る
気
候
変
動
の
将
来
予
測
と
、
そ
の
適
応
策
な
ど
を
研
究
さ
れ
て
い
る
京
都

大
学
名
誉
教
授
（
防
災
研
究
所
前
所
長
）
の
中
北
英
一
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。
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─
─
気
候
変
動
の
予
測
は
ど
の
よ
う
に
防
災
に
役
立
ち
ま
す
か
？

　

気
候
変
動
の
将
来
予
測
を
は
じ
め
た
の
は
19
年
前
で
す
。
途
中
か
ら
、
気
候
変
動
が
自
然
災
害
に
及
ぼ
す

影
響
の
研
究
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　

将
来
予
測
を
続
け
て
き
た
の
は
、
日
本
の
治
水
計
画
を
「
過
去
の
降
雨
実
績
に
基
づ
く
計
画
」
か
ら
「
地

球
の
温
暖
化
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
計
画
」に
変
え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
治
水
は
、

計
画
し
て
実
行
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
ま
す
ぐ
始
め
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
と
い
う
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
産
業
革
命＊

前
（
１
８
０
０
年
代
後
半
）
と
比
べ
て
、
世
界
の
平
均
気
温
は
約
１
・
２
度
、
最
大
１
・

５
度
上
昇
し
て
い
ま
す
し
、
１
９
８
０
年
以
降
の
40
年
間
の
温
暖
化
の
影
響
で
、
約
１
割
ほ
ど
降
水
量
が
増

え
て
い
る
と
い
う
研
究
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ＊

の
第
６
次
評
価
報
告
書
で
も
、
温
暖
化
の
影
響

に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
日
本
政
府
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
正
味
の
放
出
量
（
放
出
量
か
ら
吸
収
量
を
引
く
）
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
（
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
目
標
が
世
界
で
達
成
で
き
て
、
技
術
的
な
革
新
が
起
き
て
も
、

２
０
５
０
年
頃
に
は
、
世
界
の
平
均
気
温
は
２
度
上
昇
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
─
─
温
暖
化
が
進
む
と
、
ど
ん
な
豪
雨
災
害
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
か
？

　

い
ま
で
も
、
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」（
２
０
１
５
年
）、

わ
ず
か
11
日
間
に
７
月
の
月
降
水
量
平
年
値
の
２
～
４
倍
と
な
る
雨
が
降
っ
た
「
西
日
本
豪
雨
」（
２
０
１
８

年
）、
長
野
県
に
あ
る
新
幹
線
車
両
基
地
が
浸
水
し
た
「
台
風
19
号
」（
２
０
１
９
年
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

【
産
業
革
命
】

　
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て

石
炭
を
燃
料
に
す
る
蒸
気
機
関
の
発
明

と
利
用
に
よ
り
工
業
・
運
輸
な
ど
の
産

業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
こ
の
産
業

革
命
は
欧
米
諸
国
・
日
本
な
ど
に
広
が

り
、20
世
紀
に
は
石
炭
に
加
え
て
石
油・

天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
が
大
量
に

使
用
さ
れ
て
、
大
気
中
に
二
酸
化
炭

素
が
大
量
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

【
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
】

　
「Intergovernm

ental Panel on 
Clim

ate Change

」
の
略
で
、
日
本
語

で
は
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
」。
世
界
気
象
機
関
と
国
連
環
境

計
画
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
政
府
間
組

織
で
、
１
９
５
の
国
と
地
域
が
参
加
す

る
（
２
０
２
２
年
３
月
時
点
）。
２
０

２
１
年
か
ら
２
０
２
３
年
の
間
に
、
第

６
次
評
価
報
告
書
を
発
表
し
た
。
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豪
雨
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
豪
雨
災
害
の
頻
度
が
増
え
、
激
し
さ
も
増
し
ま
す
。
ま
た
、
今
ま

で
豪
雨
災
害
が
起
き
な
か
っ
た
地
域
で
も
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

─
─
こ
れ
か
ら
の
豪
雨
災
害
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
？

　

温
暖
化
よ
っ
て
激
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
災
害
へ
の
対
処
は
、「
緩
和
」
と
「
適
応
」
が
両
輪
で
す
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
目
標
を
定
め
て
、
ま
ず
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出
量
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
温

暖
化
を
「
緩
和
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
た
ち
が
研
究
し
て
い
る
「
科
学
的
な
将
来

の
気
候
変
動
の
予
測
」
を
基
に
し
た
「
適
応
」
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
科
学
的
な
将
来
の
気
候
変
動
の
予
測
」
は
、
気
温
が
ど
う
な
る
か
、
海
の
温
度
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
、
河
川
の
氾
濫
面
積
や
水
の
深
さ
を
含
む
洪
水
の
予
測
、
土
砂
災
害
、
土
石
流
、
高
潮
、

高
波
な
ど
の
自
然
現
象
の
予
測
、
そ
し
て
、
あ
る
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
自
然
現
象
が
ど
う
い
う
被
害
を

及
ぼ
す
か
と
い
う
災
害
リ
ス
ク
の
予
測
ま
で
行
い
ま
す
。

　

治
水
の
基
礎
体
力
を
高
め
る
に
は
、「
堤
防
を
高
く
す
る
」「
川
幅
を
広
く
す
る
」「
ダ
ム
の
高
さ
を
あ
げ
る
」

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
強
化
が
必
要
で
す
が
、「
科
学
的
な
将
来
の
気
候
変
動
の
予
測
」
が
あ
れ
ば
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
、
ど
れ
く
ら
い
堤
防
を
高
く
し
た
り
、
川
幅
を
広
く
し
た
り
す
れ
ば
良
い
の
か
、
そ
の
適
応

策
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
気
候
変
動
予
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
の
「
科
学
的
な
将
来
の
気
候
変
動
の
予
測
」
も
あ
っ

て
、
５
年
前
に
日
本
政
府
は
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
気
候
変
動
が
起
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
全
国
の
河
川
の
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（
熊
本
県
）、
阿
武
隈
川
（
福
島
県
、
宮
城
県
）
な
ど
、
全
国
27
の
河

川
の
治
水
計
画
が
、
世
界
の
平
均
気
温
２
度
上
昇
す
る
と
想
定
し
て
、

将
来
の
気
候
変
動
に
適
応
す
る
計
画
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
治
水
計
画
に
「
流
域
治
水
」
と
い
う
考
え
方
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
今
ま
で
は
、
川
か
ら
水
が
溢
れ
な
い
よ
う
に

す
る
治
水
で
し
た
が
、「
流
域
治
水
」
で
は
、
溢
れ
て
も
人
の
命
や

財
産
を
守
れ
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
気

候
変
動
の
影
響
や
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
河
川
流
域

の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
協
働
し
て
、
流
域
全
体
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

一
体
で
治
水
対
策
を
多
層
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の「
流

域
治
水
」
は
、
そ
う
し
た
適
応
策
の
ア
イ
デ
ア
創
出
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

気
候
変
動
が
及
ぼ
す
影
響
や
そ
の
評
価
は
、
ま
だ
不
確
実
な
部
分

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
後
悔
し
な
い
適
応
」
の
た
め
に
は
、
予

防
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
す
。
科
学
的
証
拠
や
情
報
の
不
足
が
、
災

害
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
さ
な
い
理
由
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

図 1　「流域治水」のイメージ（国土交通省 HP より）

治
水
計
画
を
見
直
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
被
害
に
遭
っ
た
新
宮
川
（
三
重
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
）
や
球
磨
川
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水
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
堤
防
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
大
切
だ
が
、
地
域
に
居
住
す
る
生
活

者
そ
れ
ぞ
れ
が
水
害
を
自
分
ご
と
と
し
て
し
っ
か
り
認
識
し
た
上
で
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
地
域
で
持
つ
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
主
張
し
た
い
こ
と

を
、
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い
う
言
葉
で
言
い
換
え
れ
ば
、「
水
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
自
助
や

公
助
も
重
要
だ
が
、共
助
が
と
て
も
大
切
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
共
助
、す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地

域
社
会
）
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
理
由
を
、こ
こ
で
は
「
避
難
行
動
計
画
づ
く
り
」
と
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

の
二
つ
を
例
に
述
べ
て
お
く
。
前
者
は
最
も
大
切
な
命
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
是
非
、
地
域
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
、
流
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
員

で
あ
る
農
家
が
取
り
組
め
る
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
避
難
行
動
計
画
づ
く
り
」
で
あ
る
が
、先
進
的
な
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、茨
城
県
常
総
市
（
人

口
約
６
万
人
）
の
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
作
成
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

常
総
市
で
は
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
（
２
０
１
５
年
9
月
）
で
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
、
市
の
三
分
の
一
に

当
た
る
約
40
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
浸
水
し
、
災
害
関
連
死
も
含
め
て
15
人
が
亡
く
な
り
、
住
宅
被
害
は

７
８
６
４
件
に
及
ん
だ
（
２
０
１
９
年
12
月
時
点
）。
ま
た
逃
げ
遅
れ
な
ど
で
、
４
２
５
８
人
が
自
衛
隊
や

消
防
等
に
救
助
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
甚
大
な
被
害
に
対
し
て
、
高
さ
や
幅
が
足
り
な
い
堤
防
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
も
と
ら

特
集
　

水
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
に
は

福
与
徳
文

茨城大学教授

福与徳文（ふくよ　なるふみ）

1960年生まれ。東京大学文学部卒業。農林水産省所管の試
験研究機関の研究職員をへて、2014年より現職。専門は地
域計画学。著書に『地域社会の機能と再生─農村社会計画論』
（日本経済評論社、2011年）、『災害に強い地域づくり─地
域社会の内発性と計画』（日本経済評論社、2020年）など。
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常
総
市
で
は
、
ま
ず
、
国
土
交
通

省
の
河
川
事
務
所
や
関
係
自
治
体

等
が
進
め
る
「
み
ん
な
で
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い

て
、
先
行
的
に
２
地
区
で
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組

み
、
そ
の
後
、「
逃
げ
キ
ッ
ド
」
と

い
う
教
材
を
制
作
し
て
小
中
学
校

で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に

取
り
組
ん
だ
り
、
市
民
を
「
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
に
養

成
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
普
及

に
つ
と
め
て
い
る
。

　

こ
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
中
で
住
民
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
洪
水
浸
水
想
定

マイ・タイムライン作成のためのチェックシート　暮らしている地域のハザードマッ
プ等を参考に、いざというときに安全に避難するため、家族構成や地域環境に合わ
せて、時系列で整理した自分たちのための行動計画をつくる。（国土交通省 HP より）

れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
の
作
成
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
大
規
模
水
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

ど
の
時
点
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
の
か
を
記
載
し
て
お
く
避
難
の
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
る
。
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区
域
を
確
認
し
、
避
難
場
所
や
経
路
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
（
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
）
の
存
在
を
確
か
め
、
要
支
援
者
に
関
し
て
は
、
近
親
者
と
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
近
隣

住
民
あ
る
い
は
地
域
社
会
組
織
の
手
助
け
が
必
要
な
の
か
、
避
難
の
支
援
を
行
う
判
断
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
う
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
話
し
合
わ
れ
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
記
載
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
個

人
個
人
で
（
あ
る
い
は
家
族
単
位
で
）
作
成
さ
れ
る
避
難
行
動
計
画
で
あ
っ
て
も
、
共
助
（
地
域
社
会
で
の

取
り
組
み
）
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
今
度
は
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
に
話
題
を
移
そ
う
。「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
新
潟
県
村
上
市
神
林
地
区
で
は

じ
ま
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国
の
多
く
の
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
大
雨
が
降
っ
た
と
き
、
上
流

域
に
あ
る
水
田
に
雨
水
を
貯
留
し
、
水
が
一
気
に
排
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
下
流
域
の
市
街
地

な
ど
の
洪
水
を
防
ご
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
も
と
も
と
水
田
に
は
多
面
的
機
能
の
一
つ
と
し
て
洪
水

調
節
機
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
計
画
的
に
行
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

最
初
に
村
上
市
で
取
り
組
ま
れ
た
方
法
は
、
ベ
ニ
ヤ
板
に
直
径
５
セ
ン
チ
の
穴
を
あ
け
、
そ
れ
を
直
径
15

セ
ン
チ
の
排
水
口
に
か
ぶ
せ
る
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
と
聞
く
。
排
水
口
の
直
径
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
雨
に
よ
る
排
水
が
一
気
に
流
出
し
な
い
仕
組
み
で
、
下
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
比
較
的
安
価
で
容
易
に
取
り
組
め
る
方
法
で
は
あ
る
が
、
上
流
域
の
農
家
に
は
生
産
性
の
向
上
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
や
、
多
く
の
農
家
が
面
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
効
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と
が
ハ
ー
ド

ル
と
な
る
。

　

現
在
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
、
農
林
水
産
省
「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
」
の
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
農
家
に
と
っ
て
一
定
程
度
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
下
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流
域
の
住
民
と
上
流
域
の
農
家
と
の
間
で
情
報
や
認
識
の
共
有
化
を
図
り
、
地
域
の
農
家
が
一
体
と
な
っ
て

計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
の
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
で
筆
者
は
、
水
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は
地
域
社
会
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
き
た
が
、
問
題
は
、
地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
で
の
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
市
だ
け
で
は
な
く
農
村
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
農
村
で
も

生
計
の
多
く
を
地
域
外
の
産
業
で
立
て
る
よ
う
に
な
り
、
生
業
に
関
わ
る
共
同
作
業
の
機
会
も
減
り
、
地
域

住
民
相
互
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。そ
う
い
っ
た
地
域
社
会
に
お
い
て
、

水
害
に
備
え
て
共
助
を
発
揮
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
地
域
で
共
助
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
避
難
行
動
計
画

の
作
成
な
ど
、
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
地
域
住
民
が
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
、
地
域
の
ま
と
ま
り
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
く
契
機

に
な
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
て
改
め
て
築
か
れ
た
人
と
人
と
の
関
係
が
、
い
ざ
水
害
な
ど
自
然
災
害
が
起
き

た
と
き
、
地
域
の
大
き
な
財
産
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
次
の
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
地
域
住
民
が
集
っ
て
計
画
づ
く
り
を
行
う
と
、
そ
の
時
は
達
成

感
も
あ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う

に
「
絵
に
描
い
た
餅
」
と
な
り
、引
き
出
し
に
し
ま
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
作
成
し
た
計
画
を
活
か
す
に
は
、

や
は
り
日
頃
の
訓
練
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画
の
更
新
が
必
須
と
な
る
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

計
画
づ
く
り
で
再
構
築
さ
れ
た
人
と
人
と
の
関
係
と
い
う
財
産
（
社
会
関
係
資
本
）
も
失
わ
れ
る
こ
と
な
く

維
持
・
更
新
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



74

　

２
０
０
４
年
10
月
20
日
は
、
大
水
害
と
と
も
に
私
の
記
憶
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　

午
後
11
時
過
ぎ
、
豊
岡
市
を
流
れ
る
円ま

る

山や
ま

川
本
流
の
堤
防
が
決
壊
。
暗
闇
の
中
で
濁
流
が
市
民
を
襲
い
ま

し
た
。
ま
ち
は
泥
の
海
に
沈
み
、
救
助
を
求
め
る
市
民
の
電
話
は
、
悲
鳴
の
よ
う
に
鳴
り
続
け
ま
し
た
。

　

死
者
７
名
、
床
上
浸
水
以
上
５
１
６
４
世
帯
、
災
害
ゴ
ミ
３
万
６
０
２
２
ト
ン
（
合
併
後
の
豊
岡
市
の
数

字
。
被
災
は
合
併
前
）。
そ
の
数
字
の
背
後
に
、
市
民
の
途
方
も
な
い
苦
し
み
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
大
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
４
年
任
期
の
市
区
町
村
長
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
職
務
上
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
毎
年
の
よ
う
に
失
敗
と
批
判
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
専
門
的
訓

練
を
受
け
て
い
な
い
災
害
対
策
の
素
人
で
あ
る
一
方
、
重
い
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

水
害
に
関
し
て
は
、
大
水
害
経
験
首
長
で
２
０
０
５
年
に
組
織
さ
れ
た
「
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」
が
「
災
害
時

に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
こ
と
」
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
各
地
で
大
水
害
が
起
こ
る
た
び
に
被
災
地

の
ト
ッ
プ
に
そ
れ
を
送
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
の
対
応
に
つ
い
て
南

三
陸
町
の
佐さ

藤と
う

仁じ
ん

町
長
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
、
地
震
や
津
波
等
も
含
め
た
も
の
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

特
集
　

災
害
時
に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
こ
と
24
か
条

中
貝
宗
治
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そ
こ
で
水
害
サ
ミ
ッ
ト
幹
事
市
の
三
条
市
、
見
附
市
、
豊

岡
市
が
呼
び
か
け
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
を
経
験
し

た
首
長
が
集
ま
っ
て
議
論
し
、
２
０
１
７
年
４
月
に
ま
と
め

た
の
が
新
「
災
害
時
に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
こ
と
」
で
す
。

　

そ
こ
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
首
長
と
し
て
失
敗
し
、
も
が

き
苦
し
ん
だ
経
験
と
教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
部
で

24
か
条
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
な

が
ら
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〇
大
規
模
災
害
発
生
時
の
意
思
決
定
の
困
難
さ
は
、
想
像
を

絶
す
る
。
平
時
の
訓
練
と
備
え
が
な
け
れ
ば
、
危
機
へ
の

対
処
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
す
る
。

　

本
当
に
次
か
ら
次
へ
と
未
経
験
の
決
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。

被
災
経
験
の
な
い
首
長
は
、
自
然
の
脅
威
を
甘
く
、
そ
し
て

自
分
た
ち
の
対
応
能
力
を
過
大
に
想
定
し
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
事
前
に
訓
練
し
た
こ
と
以
上
の
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
の
訓
練
が
こ
れ
で
十
分
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
の
脅
威
は
私
た
ち
の
都
合
に
お
構
い
な
し
に
や
っ

2004 年台風 23 号によって泥の海に沈んだ豊岡市　10 月に発生した台風 23 号は、秋雨前線とともに
北上。高波や大雨、土砂崩れ、洪水などを引き起こし、広い範囲に大きな被害をもたらした。（写真提供：
兵庫県消防防災航空隊）
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て
き
て
、
圧
倒
的
な
力
で
私
た
ち
を
ひ
ね
り
つ
ぶ
し
て
去
っ
て
い
き
ま
す
。「
減
災
」
の
た
め
の
平
時
の
訓

練
と
備
え
を
重
ね
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
日
頃
か
ら
住
民
と
対
話
し
、
危
機
に
際
し
て
行
う
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
伝
え
、
理
解
を
得

て
お
く
こ
と
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
躊
躇
が
和
ら
ぐ
。
例
え
ば
…
…
、

（
一
）公
務
員
と
い
え
ど
も
人
で
あ
り
、
家
族
が
い
る
。
多
数
の
職
員
が
犠
牲
に
な
る
と
、
復
旧
・
復
興
が
大

幅
に
遅
れ
る
。
職
員
も
一
時
撤
退
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

陸
前
高
田
市
長
の
発
言
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
職
員
は
、
強
い
責
任
感
か
ら
危
険
が
迫
っ
て
も
な
か

な
か
逃
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
周
り
の
ま
ち
で
復
旧
が
進
む
の
に
、
な
ぜ
陸
前
高
田
は
遅
い
の
か
と
市
民

に
問
い
質
さ
れ
た
。
な
ぜ
っ
て
、
復
旧
・
復
興
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
職
員
の
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら

だ
」。

　

陸
前
高
田
で
は
、
職
員
４
４
３
人
中
、
１
１
１
人
が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
と

し
て
の
痛
恨
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）大
地
震
の
初
動
時
は
、
消
防
は
全
組
織
力
を
上
げ
て
消
火
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と
。

　

初
動
時
、
倒
壊
家
屋
等
か
ら
の
救
出
よ
り
も
消
火
を
優
先
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
ろ
、
と
言
っ
て

い
ま
す
。
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
人
の
家
族
か
ら
腕
を
つ
か
ま
れ
て
も
振
り
切
り
、
去
り
際
に
た
と
え
「
人
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殺
し
」
と
の
の
し
ら
れ
よ
う
と
も
、
火
を
消
し
に
行
く
の
だ
と
。
火
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
消
防
士
た
ち
は
現
実
に
そ
の
選
択
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
立
ち
去
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
そ
の
家
族
と
消
防
士
の
心
を
傷
つ
け
た
こ
と
か
。

　

決
断
の
重
圧
は
、
消
防
士
個
人
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
火
最
優

先
を
命
じ
る
の
は
消
防
組
織
ト
ッ
プ
の
消
防
長
で
す
が
、消
防
長
を
任
命
し
た
ト
ッ
プ
（
市
区
町
村
長
）
も
、

そ
の
恐
ろ
し
い
重
圧
と
結
果
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
「
命
を
守
る
」
こ
と
を
最
優
先
し
、
避
難
指
示
等
を
躊
躇
し
て
は
な
ら
な
い
。
空
振
り
を
恐
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　

深
夜
暴
風
雨
の
中
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
避
難
指
示
等
を
通
じ
て
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
住
民
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
住
民
の
置
か
れ
た
状
況
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
実
際
に
逃
げ
る
か
逃

げ
な
い
か
は
、
本
人
の
判
断
に
委
ね
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
は
、
平
時
か
ら
そ
の
覚
悟
を
住
民
に

率
直
に
求
め
、
同
時
に
判
断
の
基
礎
と
な
る
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
方
法
で
伝
え

る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
行
政
組
織
に
課
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
人
は
逃
げ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
。
人
間
に
は
、
自
分
に
迫
り
く
る
危
険
を
過
小
に

評
価
し
て
心
の
平
穏
を
保
と
う
と
す
る
、「
正
常
化
の
偏
見
」
と
呼
ば
れ
る
強
い
心
の
働
き
が
あ
る
。
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世
界
中
で
人
は
逃
げ
遅
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
台
風
23
号
に
際
し
私
が
旧
豊
岡
市
で
避
難
勧
告
（
現

避
難
指
示
）
を
発
令
し
た
対
象
者
は
約
４
万
３
千
人
で
し
た
が
、
市
が
指
定
し
た
避
難
所
に
避
難
し
た
人
は

わ
ず
か
約
３
千
８
百
人
、
８
・
８
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
な
ぜ
逃
げ
な
い
の
だ
」
と
じ
り
じ
り
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
し
か
し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
情
報
を
随
時
流
し
、
緊
迫
感
を
も
っ
た
言
葉
で
語
る
等
、
逃
げ
な
い
傾
向
を
持
つ
人
を
２
階
な
ど
高
い
と

こ
ろ
へ
逃
げ
る
垂
直
避
難
も
含
め
て
逃
げ
る
気
に
さ
せ
る
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
も
っ
と
重
要
で
す
。

〇
住
民
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
理
解
し
、
ト
ッ
プ
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
。

　

例
え
ば
、
災
害
廃
棄
物
も
元
々
は
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
の
大
切
な
家
財
道
具
で
あ
り
、

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
書
籍
や
ア
ル
バ
ム
で
し
た
。
私
自
身
、
台
風
23
号
災
害
で
そ
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
で
話
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
か
ら
「
心
が
通
じ
た
」
と
い
う
声
が
届
き
ま
し
た
。
住
民
は
、
ト
ッ
プ
を
見

て
い
ま
す
。
発
す
る
言
葉
や
立
ち
居
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苦
し
み

と
悲
し
み
の
共
有
は
被
災
者
の
心
を
慰
め
、
連
帯
感
を
強
め
、
復
旧
・
復
興
の
ば
ね
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
ご
く
一
部
で
す
が
ト
ッ
プ
の
重
圧
や
悩
み
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
様
の
心
に

響
い
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。
24
か
条
全
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
Ｈ
Ｐ
：chrom

e-extension://efaidnbm
nnnibpcajpcglclef

indm
kaj/https://w

w
w

.cbr.m
lit.go.jp/m

ie/river/conference/saigai/pdf/zentai1/siryou-4-2.pdf

）
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EXPO 2025 大阪・関西万博
　2025 年日本国際博覧会「EXPO 
2025 大阪・関西万博」は、2025
年 4 月から10 月までの半年間、大
阪府の人工島・夢

ゆめ

洲
しま

を舞台に開催
されている。テーマは「いのち輝
く未来社会のデザイン」。世界中か
ら 160 を超える国、地域、国際機

関が参加し、未来の暮らしや最先端技術が体験できる場となっている。
　万博は「People's Living Lab（未来社会の実験場）」を理念に掲げ、
最新技術やサステナブルな社会づくりに向けた取り組みが行われてい
る。また、デジタル技術を活用した「バーチャル万博」も展開され、
現地に行けない人々もオンラインで楽しめるよう工夫されている。
　各国のパビリオンを巡るだけでなく、未来の医療・食・エネルギー
などの革新的なアイデアに触れ、地球規模の課題解決に向けたヒント
を得ることができる。
　世界が共に創る「いのち輝く未来」を体験してほしい。

開催概要
期間：2025 年 4 月 13 日（日）～ 10 月 13 日（月）
開催地：大阪府大阪市 夢洲
参加予定国・地域、国際機関：160 以上

（提供：2025 年日本国際博覧会協会）



80

大阪・関西万博のテーマを、ホスト国としてプレゼンテーション
する「日本館」
　大阪・関西万博で日本政府が出展するパビリオン「日本館」。「いのちと、
いのちの、あいだに」をテーマに掲げ、そのコンセプトは、「循環」。日本
館の展示は、3 つのエリアで構成されており、すべてのエリアを巡ることで、
訪れた人たち自身が、大きな循環の一部だと体感できる仕組みになってい
る。
「ごみを分解する微生物の働き」や「藻類の可能性」「伝統的に資源を効率
よく使ってきた日本のものづくり」など、循環の過程をインスタレーショ
ンで体験でき、館内にはドラえもんやハローキティ、ベアブリックなど日
本を代表するキャラクターも登場する。
　また、日本館の建物の内外壁には、国産木材の「木の板」が使われてい
て、万博終了後、日本各地で再利用される予定で、パビリオン自体が「循環」
というコンセプトを表している。
　さらに、世界最大級の火星由来の隕石「火星の石」が初めて一般公開され、
宇宙へつながる「循環」を感じることができるパビリオンとなっている。

（提供：経済産業省）
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写真右端は、「関西しあわせプロジェクト」の発表に登壇した、スケートボード初代金メダリストの四十
住さくらさん（第一生命所属）。（提供：第一生命保険株式会社）

「TEAM EXPO 2025」で、第一生命が地域課題解決への取り組
みについて発表
　大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」を実現する
ための共創プログラム「TEAM EXPO 2025」 に、将来にわたって、すべて
の人々が世代を超えて安心に満ち、豊かで健康な人生を送れる well-being
に貢献することを目指している第一生命保険株式会社が参加している。関
西エリア全支社と本社部門・関連会社共同プロジェクト（オール関西第一
生命「関西しあわせプロジェクト」）が開催期間中 15 日間に渡って、地域
課題解決への取り組みについて発表している。
　2025年4月22日、オール関西第一生命によって、「関西しあわせプロジェ
クト」の発表が行われた。発表では、「健康増進と地域活性化」「環境保全
と地域活性化」「地元企業支援による地域活性化」の 3 つ活動を紹介した。
発表後の会場は、来場者との交流を通じて、新たな共創の機会を得る貴重
な場となった。第一生命保険株式会社は、今後も地域活性化に向けた取り
組みを継続していく。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治
と
代
替
不
可
能
な
水
の
価
値

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
水
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
コ
ン
ビ
ニ
で
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
売
ら
れ
、
上
水
道
が
整
備
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
水
は
商
品
で
あ
り
、
上
水
道
は
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
代
的
な
水
の
利
用
法
は
、
私
た
ち
の
水
に
対
す
る
認
識
を
変
え

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
す
れ
ば
、
水
は
代
替
可
能
な
資
源
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
水
は
代
替
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
固
有
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
水

は
飲
料
水
の
よ
う
に
単
な
る
資
源
と
し
て
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治
に
深
く
根
ざ
し

た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
え
て
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
近
代
と
も
呼
ば
れ
る
こ

ん
に
ち
に
お
い
て
、
近
代
化
の
合
理
主
義
を
前
提
と
し
た
価
値
観
に
対
抗
す
る
実
践
が
現
場
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
化
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
効
率
性
と
合
理
性
の
も
と
に
再

編
さ
れ
、
多
く
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
代
替
可
能
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
違
和

感
に
根
ざ
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
水
は
代
替
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
政
策
が
各
地

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

新
潟
県
村
上
市
大お

お

毎ご
と

集
落
で
は
、
行
政
に
よ
る
上
水
道
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
０
０

年
前
の
大
正
時
代
か
ら
集
落
独
自
の
水
道
が
運
営
さ
れ
て
き
た
。
大
毎
集
落
は
１
１
６
戸
、
３
４
０
人
ほ
ど

法政大学准教授 

野田岳仁（のだ　たけひと）

1981年岐阜県関市生まれ。博士（人間科学）。早稲田大学大学院人間科学研究
科博士課程修了。専門は環境社会学・地域社会学・観光社会学。国内外の水辺
を歩き、ゆたかな暮らしを営む人びとの創造性に学びながら、水とコミュニティ
の社会学を構想している。国や地方自治体の各種委員を務め、井戸端再生によ
るコミュニティづくりの提言・伴走支援に取り組む。最近はテレビ東京「サン
ドウィッチマンの井戸を掘る !」の監修・出演など活躍の場を広げている。著書
に『井戸端からはじまる地域再生──暮らしから考える防災と観光』（筑波書房）。

野
田
岳
仁
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の
村
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
大
毎
集
落
に
は
7
つ
の
水
道
が
存
在
し
、
集
落
住
民
で
構
成
さ
れ
る
水
道

組
合
を
結
成
し
て
い
る
。
こ
の
水
道
は
私
た
ち
が
普
段
利
用
し
て
い
る
上
水
道
と
は
全
く
異
な
る
も
の
だ
。

大
毎
水
道
組
合
の
年
会
費
は
２
４
０
０
円
だ
が
、
水
の
使
用
量
に
応
じ
た
課
金
制
度
で
は
な
い
。
そ
の
費
用

は
配
管
の
管
理
や
修
正
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
、
水
の
利
用
自
体
は
無
料
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大

毎
水
道
の
水
は
商
品
で
は
な
く
、
貨
幣
交
換
で
き
な
い
「
コ
モ
ン
ズ
（
共
有
資
源
）」
と
い
う
特
徴
を
持
っ

て
い
る
の
だ
。

　

な
か
で
も
最
大
規
模
の
80
戸
が
加
入
す
る
大
毎
水
道
組
合
は
９
つ
の
組
に
分
け
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
１
組
が
10
戸
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
集
落
で
は
10
戸
と
い

う
小
さ
な
単
位
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
じ
つ
は
集
落
の
と
な
り
組
も
10
戸
に
わ
け
ら
れ
、
集

落
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
毎
集
落
で
は
、
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
度
に
17
組
あ
っ
た
と
な
り
組
を

12
組
に
再
編
し
て
い
る
。
居
住
者
の
減
少
に
よ
っ
て
10
戸
未
満
の
組
が
で
た
た
め
で
あ
る
。
大
毎
集
落
で
は

組
長
は
毎
月
交
代
さ
せ
る
珍
し
い
運
営
形
態
の
た
め
、
10
戸
を
下
回
れ
ば
、
年
に
2
回
組
長
を
務
め
る
家
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
と
な
り
組
の
再
編
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
。
こ
れ

は
、
地
域
の
合
理
化
・
広
域
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
昨
今
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
方
向
性
と
は
対
照
的
で

あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
と
な
り
組
の
組
長
は
１
ヶ
月
で
交
代
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
集
落
の
し
く
み
を
つ
ぶ
さ
に
調
べ

て
い
く
と
、
集
落
運
営
に
貫
か
れ
て
い
る
基
本
原
理
と
で
も
呼
べ
る
も
の
が
み
え
て
き
た
。
そ
れ
は
「
平
準

化
の
論
理
」
と
い
う
も
の
だ
。
集
落
で
は
驚
く
こ
と
に
、
平
成
に
入
る
ま
で
に
自
治
会
費
を
40
階
級
に
も
細

か
く
わ
け
て
徴
収
し
て
い
た
。
こ
れ
は
見
立
割
と
呼
ば
れ
、
世
帯
構
成
や
経
済
状
況
に
あ
わ
せ
て
設
定
さ
れ
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る
も
の
で
、
各
戸
に
一
定
額
を
求
め
る
平
等
割
よ
り
も
、
各

戸
の
実
情
を
汲
み
入
れ
た
公
平
性
を
重
視
し
た
制
度
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
各
家
の
権
利
（
権
力
）
と
義
務
（
負
担
）
が

公
平
に
な
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
ふ
ま
え
て
み
る
と
、
な
ぜ
組
長
は
１
ヶ
月
交
代
な
の
か

と
い
え
ば
、
集
落
運
営
の
組
長
の
労
働
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
人
物
に
権
限
が
固
定
化
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
権
力

と
労
働
負
担
の
分
散
化
と
い
う
工
夫
な
の
で
あ
る
。

　

見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
の
「
平
準
化
の
論
理
」
は
水

道
組
合
の
運
営
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
、
旧
山
北
町
か
ら
大
毎
水
道
の

水
源
を
町
の
簡
易
水
道
の
水
源
に
充
て
た
い
と
い
う
打
診

を
断
っ
て
い
る
。
１
９
９
３
（
平
成
5
）
年
に
は
、「
魅
力

あ
る
集
落
づ
く
り
事
業
」
に
よ
っ
て
、
大
毎
水
道
の
水
を

供
給
し
た
水
汲
み
場
「
吉き

ち

祥じ
ょ
う

清し

水み
ず

」
が
整
備
さ
れ
、
環
境

省
に
よ
る
平
成
の
名
水
百
選
に
も
選
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

２
０
２
２
（
令
和
4
）
年
度
の
集
落
の
総
会
で
は
、
大
毎
水

道
の
水
源
の
所
有
権
の
購
入
を
決
議
し
て
い
る
。
大
毎
水
道

大毎名水「吉祥清水」　1924（大正 13）年に大毎集落の住民が、吉祥岳（新潟県村上市）の湧水を飲料
水として集落に引き込んだことにはじまる。現在まで住民によって管理がされており、今も生活用水と
して使われている。1993（平成 5）年には多くの人々が利用できるように水汲み場を整備した。（写真は
筆者撮影）
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は
本
来
、
組
合
員
80
戸
だ
け
が
利
用
で
き
る
排
除
性
の
高
い
水
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
に
入
っ
て
か

ら
水
汲
み
場
を
整
備
し
、
集
落
と
し
て
水
源
地
を
購
入
す
る
な
ど
、
集
落
全
体
の
「
コ
モ
ン
ズ
」
と
な
る
方

向
へ
質
的
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
動
き
も
じ
つ
は
「
平
準
化
の
論
理
」
と
は
無
関
係
で
は
な
い
の
だ
。

　

調
査
を
進
め
て
意
外
だ
っ
た
の
は
、
大
毎
水
道
以
外
の
水
道
水
源
は
そ
れ
ほ
ど
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
規
模
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
不
安
定
な
の
で
あ
っ
た
。
大
毎
集
落
は
た
し

か
に
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
実
を
丁
寧
に
み
て
い
く
と
、
集
落
内
で
水
を
め
ぐ
る
格

差
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
近
年
の
動
き
は
大
毎
水
道
を
集
落
全
体
の
「
コ
モ
ン
ズ
」

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
格
差
を
是
正
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
毎
水
道
の
コ

モ
ン
ズ
化
と
は
、
各
家
の
権
利
と
義
務
が
公
平
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
「
平
準
化
の
論
理
」
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
自
律
管
理
型
水
道
の
運
営
に
は
、
集
落
の
秩
序
を
支
え
る
「
平
準

化
の
論
理
」
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
行
政
に
よ
る
上
水
道
で
は
決
し
て
代
替
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
事
実
、
集
落
に
は
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
簡
易
水
道
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
住
民
の
利
用
は
極
め
て
限
定
的
で
集
落
水
道
の
利
用
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ

と
す
る
な
ら
ば
、
現
在
、
国
が
進
め
る
よ
う
に
各
地
の
集
落
水
道
を
廃
止
さ
せ
た
り
、
上
水
道
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
集
落
の
秩
序
の
切
り
崩
し
に
直
結
す
る
だ
ろ
う
。

　

大
毎
集
落
の
人
び
と
が
集
落
水
道
を
維
持
し
続
け
る
理
由
は
、
水
道
組
合
が
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
自
治
と
不
可
分
の
存
在
な
の
で
あ
り
、
そ
の
水
は
代
替
不
可
能
な
固
有
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
か
ら
な
の

で
あ
る
。
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ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
的
な
意
味
で
の
学
力
と
は

異
な
る
部
分
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
が
注
目
さ
れ
る
一
つ
の
理
由
は
、

今
日
の
よ
う
なV

U
C

A

時
代
に
お
い
て
は
、
個
々
人
に
は
特

定
の
分
野
に
強
み
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
役
割

や
場
面
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
力
を
発
揮
で
き
る
汎
用
的

な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。V

U
C

A

と
は
、Volatility

（
変
動
性
）、Uncertainty

（
不

確
実
性
）、C

om
plexity

（
複
雑
性
）、A

m
biguity

（
曖
昧
性
）

の
4
つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
の

社
会
の
特
質
を
表
す
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

V
U

CA

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成

坂元章
さかもと・あきら

お茶の水女子大学
コンピテンシー育成開発研究所

所長
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V
ブ

ー

カ

U
C

A

と
は
、V

olatility

（
変
動
性
）、U

ncertainty

（
不
確
実
性
）、

C
om

plexity

（
複
雑
性
）、A

m
biguity

（
曖
昧
性
）
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
、
近
年
の
社
会
の
特
質
を
表
す
も
の
と
さ
れ
ま
す
。V

U
C

A

時
代
で
は
、
個
々
人
に
は
特
定
の
分
野
に
強
み
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

ど
の
よ
う
な
役
割
や
場
面
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
力
を
発
揮
で
き
る

汎
用
的
な
資
質
・
能
力
、
つ
ま
り
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

学
力
教
育
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
へ

　

近
年
で
は
世
界
的
に
、
従
来
の
学
力
や
学
問
を
中
心
と
し

た
教
育
か
ら
、
そ
の
中
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
を
取
り

込
も
う
と
す
る
教
育
に
移
行
す
る
動
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
何
か
で
す
が
、
こ
の
言
葉
に
つ
い

て
は
、
多
様
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は

概
ね
「
社
会
的
な
場
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
る
資
質
・
能
力
」

を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
批
判

的
思
考
、
協
働
性
、
創
造
的
思
考
、
他
者
理
解
、
問
題
解
決
、

自
己
制
御
に
関
す
る
高
い
資
質
・
能
力
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
は
特
定
の
学
問
や
教
科
の
範
囲
を
超
え
た
汎
用
的
な
資

質
・
能
力
で
あ
る
こ
と
、
社
会
情
動
的
な
要
素
を
多
分
に
含
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教
育
機
関
に
お
け
る
動
向

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る
教
育
は
、
従
来
、
産
業
界
に

お
い
て
社
員
に
対
す
る
研
修
等
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
教
育
機
関
に
お
け
る
取
扱
い
も

目
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
に
お
い
て
は
、
学
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
を
組
み
込
ん
だ
り
、
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
測
定
す
る
テ
ス
ト
を
定
期
的
に
行
っ
た
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
近
年
で
は
学
校
で
育
成
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
学
力
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、
資
質
・
能
力
と

い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
相
当
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
と

重
な
り
の
大
き
な
内
容
の
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
を
始
め
と
し
て
、
非
認
知
能
力
の
育
成

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
認
知
能
力
と
は
、
知
能
や
学
力

な
ど
従
来
の
認
知
能
力
に
は
含
ま
れ
な
い
、
自
律
性
や
社
会

性
な
ど
の
社
会
情
動
的
な
能
力
を
意
味
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
は
、
従
来
の
学
力
と
比
べ
、
こ
う
し
た
非
認
知
能
力

の
要
素
を
大
き
く
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
非
認
知
能
力
へ

の
注
目
は
、
学
力
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
へ
の
移
行
の

一
つ
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
ま
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
取
組

　

こ
う
し
た
動
向
を
背
景
と
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、

令
和
４
年
４
月
よ
り
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
開
発
研
究
所
」

を
開
設
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
に
関
す
る
実
践
と
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
所
の
取
組
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

１
つ
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す

る
教
育
改
革
を
行
う
こ
と
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
幼
児
期
か

ら
大
学
期
ま
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
に
関
す
る
研
究
を

進
め
る
こ
と
で
す
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
高
校
、
中

学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
附
属
学
校
園
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
大
学
を
含
め
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
り
、
連
携
し
や
す

い
の
で
、
こ
う
し
た
研
究
を
行
う
た
め
に
は
都
合
が
よ
い
場

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
取
組
で
得
ら
れ
た
知
見

に
よ
り
、
全
国
の
大
学
や
学
校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
４
つ
挙
げ
ま
す
。

最
初
の
２
つ
が
大
学
の
教
育
改
革
に
関
す
る
も
の
、
残
り
の

２
つ
が
附
属
学
校
園
と
連
携
し
た
研
究
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
取
組
の
１
つ
目
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
教
員
に

対
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
の
研
修
で
す
。
い
く
つ
か
の

活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
１
つ
に
は
、
担
当
授
業
を
通
じ
て
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
動
画
を
作
成
し
て
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教
員
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
と

く
に
大
事
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
、
世
界
標
準
の
も
の

に
基
づ
い
て
10
個
の
も
の
を
定
め
て
お
り
（
冒
頭
に
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
例
と
し
て
６
つ
を
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

そ
の
一
部
で
す
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
育
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
の
１
つ
の
方
法

で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
技
法
に
つ
い
て
整
理
し

た
動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
学
生
に
向
け
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
提
供
で
す
。
学
生
自
身
に
よ
る
主
体
的

か
つ
能
動
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
を
動
機
づ
け
、
促

す
こ
と
を
目
的
に
、C

A
C

IC
A

（
カ
シ
カ
）
と
い
う
名
称
の

学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
学
生
は
、
自
ら
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
現
状
と
、
個
々

の
授
業
で
伸
ば
し
う
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
知
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
授
業
履
修
を
計
画
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、C

A
C

IC
A

と
い
う
名
称
は
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
学
生
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
学
修
を
「
可
視
化
」

す
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
段
階
的
育
成
モ
デ
ル
に

関
す
る
研
究
で
す
。
段
階
的
育
成
モ
デ
ル
と
は
、
幼
児
期
か

ら
大
学
期
ま
で
の
各
学
校
段
階
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
、
そ
の
経
験
を
長

図 1　他者理解に関する段階的育成モデル

幼稚園 小学校 中学校 高校 大学

同質性の高い他者の理解

同質性の低い他者の理解

方法の高度化・多様化

基礎力養成

応用力養成

自己理解

理解の対象・内容の進化・拡大
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な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
発
さ
れ
た
指
導
案
や
教
材

な
ど
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
運
営
し
て
い
る
「
附
属
学

校
園
教
材
・
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
図
２
）
に
搭
載
し
、
誰

で
も
閲
覧
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
図
２
は
、

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
バ
ナ
ー
で
、
そ
こ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
、
こ
れ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

最
後
に

　

教
育
機
関
に
お
い
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
の
取
組
を
よ

り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
か
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、研
究
や
実
践
が
進
み
、

そ
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
同
時

に
、
各
所
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見
が
共
有
さ
れ
、
周
知
さ
れ
、

互
い
や
他
の
機
関
の
取
組
に
資
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
開
発
研
究
所
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
同
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
詳
し
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、「
お
茶
の
水
女
子
大
学
」「
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
開
発
研
究
所
」
を
検
索
語
と
し
て
検
索

す
れ
ば
容
易
に
見
つ
か
り
ま
す
。

図２　附属学校園教材・論文データベースのバナー

い
修
学
期
間
を
通
じ

て
蓄
積
す
る
か
に
関

す
る
モ
デ
ル
で
す
。

図
１
は
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
の
１
つ
で
あ

る
「
他
者
理
解
」
に

関
す
る
段
階
的
育
成

に
つ
い
て
、
既
存
の

教
材
や
実
践
例
に
基

づ
い
て
取
り
ま
と
め

た
モ
デ
ル
の
大
枠
で

す
。

　

最
後
の
４
つ
目

は
、
各
学
校
園
段
階

に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
育
成
の
指
導

方
法
や
教
材
の
開
発

で
す
。具
体
的
に
は
、

各
学
校
園
の
教
員
に

よ
る
担
当
教
科
の
指

導
案
や
、
大
学
教
員

と
各
学
校
園
の
教
員

の
協
働
に
よ
る
教
材
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社
会
貢
献
活
動
へ
の
興
味
と
取
り
組
み

　

私
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
を
し
た
の
は
、
中
学

１
年
の
時
で
し
た
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
差
別
・
暴
力
を
日

常
的
に
目
に
し
て
い
た
中
で
、「
な
ん
か
世
の
中
、
不
平
等
で

お
か
し
く
な
い
か
な
？
」
と
子
供
な
り
に
社
会
へ
の
危
機
感

を
抱
い
た
の
が
動
機
の
１
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
放
課
後

や
休
日
を
利
用
し
て
身
体
障
が
い
者
支
援
活
動
や
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
高
齢
者
支
援
活
動
、
ま
た
、
環
境
美
化
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
時
に
、
通
学
地
で
あ
っ
た
千
葉
県
浦
安
市
か
ら

「
浦
安
市
青
少
年
善
行
表
彰
」
を
い
た
だ
き
、
励
ま
さ
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
将
来
立
派
な
会
社
に
勤

め
る
こ
と
よ
り
も
、「
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
多
く
の
人
が
生
き

や
す
い
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
方
に
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
ひ
き

こ
も
り
支
援
に
細
く
長
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
資
格
を
活
か
し
て
環
境
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
た
り
、
特
技
を
活
か
し
て
油
絵
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
の
声
を
社
会
に
発

信
す
る
啓
発
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ひ
き
こ
も
り

や
自
殺
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
問
題
は
、
私
に
と
っ

て
関
心
の
高
い
事
柄
で
す
。
日
本
の
ひ
き
こ
も
り
数
は
約

１
４
６
万
人
、
50
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
者

社
会
に
対
す
る
違
和
感
を
力
に　

人
と
自
分
に
優
し
く

遠藤紗穂里
えんどう・さおり

認定 NPO 法人
JUON NETWORK

若者の風景

仕
事
を
通
し
て
環
境
保
全
活
動
に
関
わ
り
、
個
人
的
な
取
り

組
み
と
し
て
ひ
き
こ
も
り
支
援
活
動
な
ど
に
関
わ
り
な
が
ら
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
に
つ
い
て
、

自
分
な
り
に
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
社
会
貢
献
に
は
、
滅
私

奉
公
で
は
な
く
、
自
利
と
利
他
の
心
が
大
切
で
す
。

20
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い
う
思
い
か
ら
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
（
以
下
、
Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
）
に
新
卒
で
入
職
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｕ
Ｏ
Ｎ
で
は
、「
都
市
と
農
山
漁
村
が
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
森
林
な
ど
を
め
ぐ
る
体
験
・
交
流
・
応
援
の
活
動
に
よ
っ

て
ひ
ろ
げ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
」
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

間
伐
材
・
国
産
材
の
普
及
活
動
な
ど
を
通
じ
て
ま
ち
と
む
ら

の
循
環
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
は
国
土
の
約
７
割
が
森
林
で
、
森
林
率
は
先
進
国
の

中
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
続
き
第
２
位
。
豊
富
な
木
材
資
源

に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
林
業
の
担
い
手
が

減
り
、
木
材
自
給
率
は
約
４
割
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

森
林
へ
の
適
切
な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
が
間
伐
で
す
。

　

植
林
し
た
木
々
が
成
長
し
て
混
み
合
っ
て
く
る
と
、
枝
葉

が
空
を
覆
っ
て
森
林
内
に
光
が
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
薄
暗

い
森
林
で
は
、
他
の
動
植
物
が
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

土
壌
が
崩
れ
や
す
く
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
木
の
成
長
も
阻

害
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の
低
下
や
、
風
雪
で
の
倒
木
な
ど
も

起
こ
り
ま
す
。

「
森
林
保
全
」
と
聞
く
と
「
植
林
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
人

が
多
い
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は
、
木
を
伐
る
こ
と
が
保
全

の
た
め
に
重
要
で
す
。
間
伐
は
、
温
暖
化
防
止
、
生
物
多
様

数
は
年
間
２
万
人
を
越
え
て
お
り
、
自
殺
率
は
先
進
国
の
中

で
も
高
く
、
若
者
の
死
因
の
第
１
位
が
自
殺
で
あ
る
の
は
日

本
だ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
個
人
の
心
の
問
題

で
は
な
く
日
本
社
会
が
生
み
出
し
た
問
題
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
社
会
人
の
居
場
所

づ
く
り
や
、
居
場
所
を
テ
ー
マ
に
し
た
ブ
ロ
グ
の
発
信
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
支
援
、
貧
困
支
援
、
高

齢
者
支
援
、
子
ど
も
支
援
な
ど
、
社
会
に
は
様
々
な
支
援
機

関
が
あ
り
ま
す
。
明
確
な
被
支
援
者
で
あ
れ
ば
各
支
援
に
つ

な
が
れ
ま
す
が
、
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
当
て
嵌
ま
ら
な
い
、

普
通
に
働
い
て
い
る
普
通
の
社
会
人
が
、
様
々
な
背
景
で
居

場
所
の
な
さ
や
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
た
り
し
ま
す
。
個

人
的
な
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
か
っ
た
り
、
自
分
ら

し
く
い
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
か
っ
た
り
す
る
と
孤
独

を
感
じ
や
す
く
な
り
、
そ
れ
が
、
若
者
や
働
く
世
代
の
孤
独
死
・

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
話
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

同
世
代
か
ら
予
想
以
上
に
多
く
の
共
感
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
、

居
場
所
づ
く
り
の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
で
の
環
境
保
全
活
動

　

社
会
問
題
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
関
わ
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
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性
の
保
全
、
土
砂
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
防
止
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。
Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

森
林
問
題
を
知
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
自
然
を
守
ろ
う
」「
持
続
可
能
な
社
会

に
し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た
、
経
済
だ
け
が
一
番
で
は
な
い

価
値
観
を
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

仕
事
の
上
で
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
参

加
者
が
自
然
体
験
を
楽
し
み
、
森
林
に
対
し
て
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
森
林
と
親
し
ん
だ
経
験
が
な
い
ま
ま

環
境
問
題
の
知
識
だ
け
を
得
て
も
、
べ
き
論
や
義
務
感
だ
け

で
は
問
題
解
決
の
た
め
の
行
動
に
は
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
私
自
身
、
こ
の
自
然
体

験
不
足
か
ら
、
同
業
仲
間
と
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
差
を
感
じ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
で
も

大
人
で
も
楽
し
む
経
験
は
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
が
開
催
し
て
い
る
環
境
教
育
指
導
者
養
成
講
座

「
エ
コ
サ
ー
バ
ー
検
定
」
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

手
法
と
し
て
、「P

roject L
earning T

ree

」
と
い
う
ア
メ
リ

カ
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
ゲ
ー
ム
性
の

高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
を
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

森林ボランティア活動「森林の楽校」　長野県安曇野市の森林で地元の指導者と一緒に、ボランティアが
ノコギリを使って間伐している。
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こ
の
手
法
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
楽
し
さ
を
提
供
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
貢
献
に
対
し
て
思
う
こ
と

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
現
在
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す
る
立
場
に
い
て
感
じ
る
こ
と

は
、
無
理
な
く
自
分
主
体
で
行
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
時
に
「
滅
私
奉
公
」「
無
給
労
働
」
と

捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
利
他
の
精
神
は

大
事
で
す
が
、
同
じ
く
ら
い
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
）
自
利

の
精
神
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
理
由
は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
社
会
に
な
れ
ば
自
分
自
身
も
よ
り
生
き
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
貢
献
活
動

に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は
私
自
身

が
自
分
主
体
で
生
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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仙
台
市
の
若
林
区
荒
井
東
に
あ
る
〈
ふ
た
ば
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
〉
に
は
総
額
約
50
万
円
を
助
成
。
同
園
は
助
成
金
で
、

乳
幼
児
が
ひ
と
り
で
手
洗
い
が
で
き
る
〈
子
ど
も
用
手
洗
い
器
〉
を
購
入
し
た
。

ふ
た
ば
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ

【
助
成
施
設
訪
問
】

〈
ふ
た
ば
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
〉
は
、
株
式
会
社Y

ワ
イ
ズ

S
 d

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

iagram

が
設
置
す
る
三
つ
の
保
育
所
の
う
ち
、
二
番

目
に
設
置
さ
れ
た
企
業
主
導
型
保
育
園
で
、
２
０
２
１
年
４
月
に
開
園
し
た
。

　

企
業
主
導
型
保
育
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目
的
に
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
内
閣
府
（
２
０
２
３
年

４
月
、こ
ど
も
家
庭
庁
へ
移
管
）
が
保
育
の
受
け
皿
と
し
て
推
進
し
て
き
た
事
業
で
あ
る
。「
企
業
枠
」
と
「
地

域
枠
」
に
わ
け
て
子
ど
も
を
受
け
入
れ
、
全
体
の
50
％
以
上
を
「
企
業
枠
」
と
す
る
。
同
園
の
定
員
は
13
人

で
、
企
業
枠
で
７
人
、
地
域
枠
で
６
人
の
子
ど
も
を
預
か
る
（
２
０
２
５
年
４
月
時
点
）。

　

園
が
あ
る
荒
井
地
区
は
、
２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
・
損
壊

し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
分
譲
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
。
ま
た
、
園
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
地
下
鉄

東
西
線
荒
井
駅
は
、
仙
台
駅
ま
で
電
車
で
14
分
と
通
勤
に
利
便
性
の
良
い
立
地
で
、
荒
井
地
区
は
共
働
き
の

子
育
て
世
帯
が
多
く
暮
ら
し
て
い
る
。

　

地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
高
い
荒
井
地
区
に
、
同
社
が
〈
ふ
た
ば
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
〉
の
開
園
を
考
え
て
い

た
と
き
、
園
の
近
く
に
あ
る
葵
会
仙
台
病
院
の
小
児
科
医
か
ら
「
37
度
５
分
以
上
の
発
熱
や
軽
症
の
子
ど
も

を
預
か
る
病
児
保
育
室
を
つ
く
れ
ま
せ
ん
か
。
病
気
の
子
ど
も
を
預
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
保

護
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」
と
相
談
を
受
け
た
。
以
前
か
ら
「
働
く
保
護
者
に
も
っ
と
寄
り
添
い
た
い
、
子

左
か
ら
２
人
目
が
株
式
会
社YS 

diagram

・
代
表
取
締
役
で
ふ
た
ば
す

ま
い
る
キ
ッ
ズ
園
長
の
上
遠
野
弥
生
さ

ん
。
そ
の
左
は
統
括
部
長
の
山
田
讓
さ

ん
、
右
端
は
看
護
師
さ
ん
、
保
育
士
さ

ん
。

【
ふ
た
ば
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
】

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
。
株
式
会
社

YS diagram

が
設
置
す
る
企
業
主
導

型
保
育
園
。
０
〜
２
歳
の
13
人
が
通
う

（
２
０
２
５
年
４
月
現
在
）。
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育
て
の
助
け
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
同
社
代
表
で
、
同
園
園
長
の
上か

遠ど
お

野の

弥
生
さ
ん
は
、
職
員
の
福
利
厚
生
や
地
域
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、
同
園
に
病
児

保
育
室
の
設
置
を
決
め
た
。

　

病
児
保
育
は
事
前
登
録
制
で
、
現
在
３
５
０
人
ほ
ど
が
登
録
し
、
病
気
に
な
っ

た
時
に
備
え
て
い
る
。
保
育
の
対
象
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６
年
生
で
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、
病
気
の
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
病
児
保
育
室
に
は
保
育
士
と
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
て
、
預
け
る
保

護
者
も
安
心
で
あ
る
。

「
病
児
保
育
室
を
設
置
す
る
こ
と
を
相
談
し
て
く
れ
た
先
生
と
は
今
で
も
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
は
病
院
か
ら
独
立
し
て
近
く
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
だ
け
で
は
悩
む
こ
と
が
あ
る
時
は
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ

て
先
生
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
園
の
近
く
に
先
生
が
い
て
く
れ
る
の
で
、
安
心
し

て
病
児
保
育
に
取
り
組
め
ま
す
」

　

設
置
か
ら
２
年
ほ
ど
が
経
っ
た
２
０
２
３
年
６
月
、
病
児
保
育
の
受
け
入
れ
を

拡
大
す
る
た
め
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
新
し
い
建
物
へ
病
児
保
育
の
機
能
を
う
つ

し
た
。
そ
の
建
物
に
は
子
ど
も
を
預
か
る
部
屋
が
二
つ
あ
り
、
子
ど
も
の
症
状
に

よ
っ
て
部
屋
を
使
い
わ
け
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、
い
ち
ど
に
預
か
れ
る
子
ど
も
の

数
が
３
人
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
５
人
に
増
え
た
。
そ
の
影
響
で
、
年
間
50
人
ほ

ど
だ
っ
た
病
児
保
育
の
利
用
者
は
、
受
け
入
れ
を
拡
大
し
た
昨
年
は
、
約
４
倍
の

病児保育室　ふたばすまいるキッズの敷地に建てられた建物に設置されていて、病気の子どもが過ごす
部屋が二つある。子どもの症状の重さによって部屋を使い分けている。
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２
０
０
人
を
超
え
た
。
そ
の
内
訳
は
、
半
分
が
在
園
児
や
卒
園
児
、
職
員
の
子
ど

も
で
、
残
り
が
地
域
で
子
育
て
を
す
る
親
子
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
利
用
者
が
い
る
病
児
保
育
室
に
子
ど
も
用
手
洗
い
器
を
設

置
し
、保
育
環
境
を
よ
り
衛
生
的
に
し
た
い
と
、同
園
は
今
回
の
助
成
に
応
募
し
た
。

「
感
染
予
防
対
策
の
基
本
は
手
洗
い
で
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
が
咳
や
く
し
ゃ
み

を
し
た
り
、
鼻
水
を
か
ん
だ
り
し
た
ら
、
手
洗
い
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
人

用
シ
ン
ク
で
手
洗
い
す
る
際
は
、
子
ど
も
ひ
と
り
に
大
人
ひ
と
り
が
付
き
添
わ
な

く
て
は
な
ら
ず
、
複
数
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
と
き
、
こ
ま
め
に
手
洗
い
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
保
育
室
に
手
洗
い
し
や
す
い
環
境
が
整
い
、

手
洗
い
の
頻
度
も
増
え
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
子
ど
も
同
士
の
感
染
や
、

職
員
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も
抑
え
ら
れ
ま
す
」

　

同
園
に
通
う
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
ど
も
た
ち
も
、
看
護
師
の
手
洗
い
指
導
を
受

け
て
、
ひ
と
り
で
手
洗
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
病
気
を
し
な
い
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
行
政
や
病
院
、
保
育
園
が
一
体
と
な
っ

て
働
く
保
護
者
を
含
め
た
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
情
報
連
携
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
病
児
保
育
に
き
た
子

ど
も
に
何
か
疑
問
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
子
が
通
う
保
育
園
に
相
談
で
き
る
仕
組

み
が
あ
れ
ば
、
保
護
者
も
安
心
で
す
し
、
私
た
ち
も
質
の
高
い
保
育
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
後
の
課
題
で
す
ね
」
と
上
遠
野
園
長
は
語
っ
た
。

保育室に設置された手洗い器で手を洗う子ども
（左）　高さが低く設計されており、子どもがひとり
で手を洗うことができる。指の間まで丁寧に洗っ
たあと、きれいになった手を見せてくれた（上）。
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首
都
防
衛

著＝宮地美陽子
新書判・並製・224 頁
定価 1012 円（税込）
講談社

［目次より］
はじめに 最悪のシミュレー
ション／第 1 章 首都直下地
震の「本当の恐怖」／他

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
を
に
ら
め
ば
、
も
は
や
国
家
や

国
民
を
守
り
抜
く
こ
と
に
直
結
す
る
「
首
都
の
防
衛
」
を
ど

う
す
る
の
か
、
少
し
で
も
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
国
民
に

は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

を
迎
え
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
私
は
、
東
京
都
知
事
政

務
担
当
特
別
秘
書
と
し
て
都
庁
内
の
会
議
や
意
見
を
聞
く
と

と
も
に
、
災
害
や
防
災
の
専
門
家
、
被
災
者
か
ら
話
を
聞
い

て
き
た
。
本
書
は
、
今
を
生
き
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
後
世

に
残
し
た
い
対
策
の
必
要
性
と
大
切
な
人
の
命
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
私
の
思
い
を
詰
め
込
ん
だ
一
冊
で
あ
る
。

（
は
じ
め
に
「
最
悪
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
よ
り
）

著＝中貝宗治
新書判・並製・272 頁
定価1100 円（税込）
集英社

［目次より］
序章 「小さな世界都市」の萌
芽　／第1章 コウノトリ「も」
住めるまちを創る／他

な
ぜ
豊
岡
は
世
界
に
注
目
さ
れ
る
の
か

　

こ
の
本
は
、
豊
岡
を
含
め
、
各
地
で
急
激
な
人
口
減
少
と

闘
っ
て
い
る
同
志
の
よ
う
な
人
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
の
手
紙
の

よ
う
な
つ
も
り
で
書
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
の
も
た
ら
す
結

果
は
重
苦
し
く
、
そ
れ
へ
の
対
応
は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
人
口
減
少
と
の
闘
い
は
、
た
だ
苦
し
い

だ
け
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
各
地
が
ロ
ー
カ
ル

を
ベ
ー
ス
に
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
で
輝
き
を
取
り
戻
し
、

「
小
さ
な
世
界
都
市
」
が
各
地
に
実
現
し
た
姿
を
思
い
浮
か
べ

る
と
、
こ
の
仕
事
は
、
希
望
に
満
ち
た
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
に
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
こ
の
本
を
書
き
ま
し
た
。（「
お
わ
り
」
に
よ
り
）
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著＝野田岳仁、監修＝小田
切徳美
A5 版・並製・64 頁
定価 825 円（税込）
筑波書房

［目次より］
Ⅰ　公共水場への政策的関
心／Ⅱ　長野県松本市に
よる公共水場整備事業／Ⅲ　
公共水場の機能と所有意識
／他

井
戸
端
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
再
生
─
暮
ら
し
か
ら
考
え
る
防
災
と
観
光

「
井
戸
端
会
議
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
地
域
の
水
場
は
、

か
つ
て
人
び
と
の
社
交
場
で
し
た
。
し
か
し
、
近
代
化
に
よ
っ
て
、

生
活
用
水
の
水
源
は
身
近
な
井
戸
や
湧
水
か
ら
、
遠
く
の
ダ
ム
な

ど
か
ら
水
道
管
を
た
ど
っ
て
供
給
さ
れ
る
「
上
水
道
シ
ス
テ
ム
」

に
と
っ
て
変
わ
り
ま
し
た
。水
と
の
か
か
わ
り
が「
近
い
水
」か
ら「
遠

い
水
」
に
質
的
に
変
化
し
、
水
と
人
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
と
人
の
つ
な
が
り
も
薄
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

近
年
で
は
、
身
近
な
水
に
対
す
る
政
策
的
な
再
評
価
に
よ
っ
て
、

井
戸
や
湧
き
水
と
い
っ
た
「
近
い
水
」
を
私
た
ち
の
手
に
取
り
戻

す
動
き
が
急
激
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
書
で
は
、
ど
う
す
れ

ば
す
べ
て
の
人
び
と
が
利
用
し
や
す
く
、
居
心
地
の
よ
い
「
公
共

水
場
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
探
り
な
が
ら
、

「
井
戸
端
」
と
い
う
人
の
つ
な
が
り
の
起
点
で
あ
っ
た
地
域
空
間

を
切
り
口
に
、地
域
再
生
の
方
法
を
考
え
ま
す
。（
Ｈ
Ｐ
「
内
容
説
明
」

よ
り
）

日
本
国
勢
図
会
２
０
２
５
／
２
６

『
日
本
国
勢
図
会
』
は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
の
大
ま
か
な

状
況
を
、
編
集
時
点
で
得
ら
れ
る
最
新
デ
ー
タ
を
用
い
た
表

や
グ
ラ
フ
を
解
説
文
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
で
す
。
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
第
一
生
命
の
創
立
者

で
あ
り
、
第
一
回
国
勢
調
査
の
実
施
に
尽
力
し
た
矢
野
恒
太

が
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
社
会
の
実
態
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
書
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
98
年

に
わ
た
っ
て
刊
行
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
本
書
は
、
国
土
、

人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業
、
貿
易
、
財
政
な
ど
40
の
章
か

ら
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
表
や
グ
ラ
フ
は
、
教
科
書
や
参
考
書
、

入
試
問
題
な
ど
に
広
く
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般

の
方
々
に
も
、
多
様
な
現
代
社
会
の
動
向
が
一
冊
で
分
か
る

便
利
な
統
計
書
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
子
書
籍
も

販
売
し
て
い
ま
す
（
定
価
は
書
籍
と
同
一
）。

発行＝矢野恒太記念会
A5 判・並製・528 頁
定価 3300 円（税込）
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編
集
委
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石
井
ク
ン
ツ
昌
子　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
理
事
・
副
学
長

　

猪
熊　

律
子　
　
　
　

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

　

岩
﨑
え
り
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智
大
学
教
授

　

梅
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昌
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東
京
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学
教
授

　

甲
斐　

一
郎　
　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

北
奥　

郁
代　
　
　
　

第
一
生
命
財
団
常
務
理
事

　

後
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春
彦　
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田
大
学
副
総
長
・
教
授

　

生
源
寺
眞
一　
　
　
　

東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
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中
村　

高
康　
　
　
　

東
京
大
学
教
授

コ
ミ
ュ
ニ
テ
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水
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

２
０
２
５
年
５
月
15
日
発
行
（
年
２
回
発
行
）

頒
価
＝
５
０
０
円

編
集
・
発
行
＝
一
般
財
団
法
人　

第
一
生
命
財
団

　
　
　

〒
１
０
２

−

０
０
９
３　

 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
１

−

２

−

10

　
　
　

電
話
０
３

−

３
２
３
９

−

２
３
１
２

制
作
＝
地
人
館
（
大
角　

修
・
佐
藤
修
久
）

印
刷
・
製
本
＝
モ
リ
モ
ト
印
刷
株
式
会
社

【
編
集
後
記
】

▼ 

日
本
や
世
界
で
大
き
な
豪
雨
災
害
が
頻
繁
に
起
き
て
い
ま

す
。
座
談
会
で
は
、
水
害
対
策
に
関
わ
る
専
門
家
や
、
地

域
の
防
災
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

災
害
に
備
え
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼ 

こ
の
特
集
に
関
連
し
て
「
気
候
変
動
の
将
来
予
測
と
適
応
」

「
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」「
災
害
時
に
市
区
町
村
の
ト
ッ

プ
が
な
す
べ
き
こ
と
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
誌
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　�

ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
８
０
０
字
前
後
に
ま
と
め
、
当
財

団
へ
ご
郵
送
い
た
だ
く
か
、d1-foundation@

dream
.ocn.

ne.jp 

に
お
送
り
下
さ
い
。

　
 「

読
者
の
声
」
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗

品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 
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第152号	 新しいコミュニティをつくる地域の文
　　　　　化力　　　　　　　　　　　　（14.5）
第153号	 人口減少社会とコミュニティ（14.11）

第154号	 スポーツとコミュニティ　　　（15.5）
第155号	 農産物直売所の新しい動き　	（15.11）
第156号	 世代間交流　　　　　　　　　（16.5）
第157号	 地域の中の保育園　　　　　	（16.11）
第158号	 地域の中の男女協働　　　　　（17.5）
第159号	 当事者主体の地域福祉　　　	（17.11）
第160号	 地域の中のムスリム　　　　　（18.5）
第161号	 土地の歴史とまちづくり　　	（18.11）
第162号	 「平成」から「令和」へ─コミュニティ
　　　　　はどう変わるか　　　　　　　（19.5）
第163号	 日本の〈農〉を考える─農業と地域社
　　　　　会　　　　　　　　　　　　	（19.11）
第164号	 LGBTQ ＋の現在　　　　　　		（20.5）
第165号	 地域医療・看護・介護の現在と将来

（20.11）
第166号	 水と地域の暮らし　　　　　　（21.5）
第167号	 新型コロナを経た暮らしとコミュニティ

（21.11）
第168号	 多様な人が共存する社会と家族のあり
　　　　　かた　　　　　　　　　　　　（22.5）
第169号	 農と食と地域を育てる　　　	（22.11）
第170号	 日本の在宅医療の現在と将来　（23.5）
第171号	 ジェンダード・イノベーションとコ
　　　　　ミュニティ　　　　　　　　	（23.11）
第172号★	日本で暮らす外国人と地域社会（24.5）
第173号	 教員養成と地域　　　　　　	（24.11）



第1号	 コミュニティのありかた　　　（64.5）
第2号	 新しい農村生活　　　　　　　（64.9）
第3号	 地域社会と婦人　　　　　　	（64.11）
第4号	 都市生活とコミュニティ　　　（65.2）
第5号★	 家庭のしつけとコミュニティ　（65.6）
第6号★	 老人問題とコミュニティ　　　（65.9）
第7号	 コミュニティと青少年　　　	（65.12）
第8号	 日本人のつきあい　　　　　　（66.3）
第9号★	 家族と親族　　　　　　　　　（66.8）
第10号	 健全な子どもの育成　　　　	（66.12）
第11号★	 今日の教育を考える　　　　　（67.3）
第12号★	 レクリエーションとスポーツ　（67.4）
第13号	 健康なまち　　　　　　　　　（67.7）
第14号	 交通安全とコミュニティ　　　（68.1）
第15号	 日本人のことばと話し方　　　（68.3）
第16号	 テレビと家庭生活　　　　　　（68.5）
第17号	 家庭婦人の学習　　　　　　	（68.10）
第18号	 公共の場におけるマナー　　　（69.2）
第19号	 精神衛生　　　　　　　　　　（69.3）
第20号	 ヨーロッパを考える　　　　　（69.3）
第21号	 公衆衛生　　　　　　　　　　（70.2）
第22号	 千代田地区保健活動10年の総括

（70.3）
第23号	 創造的農業者　　　　　　　　（70.5）
第24号	 団地生活を考える　　　　　　（70.8）
第25号	 食生活を考える　　　　　　	（70.10）
第26号	 日本人の暮しと住まい　　　　（71.1）
第27号	 地方都市とコミュニティ　　　（71.4）
第28号	 わがコミュニティ　　　　　	（71.10）
第29号	 家族はこれからどうなるか　	（71.12）
第30号	 自然と人間　　　　　　　　　（72.3）
第31号	 子どもの遊び場　　　　　　　（72.5）
第32号	 コミュニティと広場　　　　　（72.7）
第33号	 乗物と人間　　　　　　　　　（72.8）
第34号	 ことわざとコミュニティ　　	（72.10）
第35号	 主婦の生活時間　　　　　　　（73.1）
第36号	 おやじの座を語る　　　　　　（73.7）
第37号	 社会と健康　　　　　　　　　（74.1）
第38号	 災害とコミュニティ　　　　　（74.5）
第39号	 日本の青年　　　　　　　　　（74.6）
第40号★	 コミュニティ─10年　　　　　（75.1）
第41号	 民話とコミュニティ　　　　　（75.2）
第42号	 余暇とコミュニティ　　　　　（75.4）
第43号	 CATV とコミュニティ　　　		（75.10）
第44号	 ゴミを語る　　　　　　　　　（76.3）
第45号	 社会福祉の国際比較　　　　　（76.6）
第46号	 親族問題の諸相　　　　　　	（76.10）
第47号	 わがまち─その財政　　　　　（77.1）
第48号	 保健・福祉とコミュニティ・オーガニ
　　　　　ゼイション　　　　　　　　　（77.3）
第49号★	 企業とコミュニティ　　　　　（77.9）
第50号	 人間の居住環境とコミュニティ

（77.11）
第51号	 身のまわりの安全　　　　　　（78.3）
第52号	 山村女性の生活変動　　　　　（78.5）

第53号	 近所づきあいのコツ　　　　	（78.10）
第54号	 手づくりの地域文化　　　　　（79.3）
第55号	 各国家族の新しい動き　　　　（79.3）
第56号	 コミュニティと土地利用　　	（79.10）
第57号	 川とコミュニティ　　　　　　（80.1）
第58号	 日本の高校生・アメリカの高校生

（80.3）
第59号	 まちづくりの実験　　　　　　（80.9）
第60号	 主婦と職業　　　　　　　　　（81.2）
第61号★	 コミュニティ・センターの評価（81.3）
第62号	 食料問題と農業のゆくえ　　	（81.10）
第63号	 コミュニティと生涯教育　　　（82.1）
第64号	 コミュニティと生活道路　　　（82.3）
第65号	 新しい地域保健をめざして　　	（82.10）
第66号	 夫の役割・妻の役割　　　　　（83.2）
第67号	 健康と食生活　　　　　　　	（83.10）
第68号	 子どもと教育　　　　　　　	（83.11）
第69号	 ことばと社会　　　　　　　　（84.3）
第70号	 商店街　　　　　　　　　　　（84.3）
第71号	 ある漁村社会の移りかわり　　（84.6）
第72号	 集合住宅　　　　　　　　　	（84.11）
第73号	 住みよい暮らし　　　　　　　（85.3）
第74号	 住区と施設　　　　　　　　　（85.8）
第75号	 昔の主婦と今の主婦　　　　	（85.11）
第76号	 東アジアの家族問題　　　　　（86.2）
第77号	 少年非行　　　　　　　　　　（86.7）
第78号	 東アジアの地域社会　　　　	（86.10）
第79号★	 町内会　　　　　　　　　　　（87.2）
第80号	 日米コミュニケーション考　			（88.2）
第81号	 三つ子の魂百まで　　　　　　（88.3）
第82号★	 ササニシキの村に生きて　　　（88.4）
第83号	 むらづくり　　　　　　　　　（88.7）
第84号	 都市化と寿命　　　　　　　	（88.11）
第85号	 国際化と日本語　　　　　　　（89.2）
第86号	 企業と地域社会　　　　　　　（89.5）
第87号	 都市とお墓　　　　　　　　　（89.8）
第88号	 退職者の暮らし　　　　　　	（89.11）
第89号	 科学と暮らし─21世紀への展望

（90.2）
第90号	 ディズニーランドのまち　　　（90.5）
第91号★	 お年寄りの人間関係　　　　　（90.8）
第92号	 地方紙の時代　　　　　　　	（90.11）
第93号	 お年寄りの使いやすい品物　　（91.2）
第94号	 日・中・韓の家族とコミュニティ（91.5）
第95号	 公共トイレを考える　　　　　（91.8）
第96号	 市民農園　　　　　　　　　	（91.11）
第97号	 現代結婚考　　　　　　　　　（92.2）
第98号	 青年会議所　　　　　　　　　（92.5）
第99号	 小学生　　　　　　　　　　　（92.8）
第100号★	日本のコミュニティ　　　　	（92.11）
第101号	 人にやさしいまちづくり　　　（93.2）
第102号	 生涯楽集　　　　　　　　　　（93.5）
第103号	 花と暮らし　　　　　　　　　（93.8）
第104号	 外国人　　　　　　　　　　	（93.11）
第105号	 超高層住宅の暮らし　　　　　（94.2）

バックナンバー ★印は在庫切れ （発行年月）



　湯沢雍彦（お茶の水女子大学名誉教授）

　（23）「地域を基盤とした高齢者保健医療福
祉サービスの統合のあり方に関する研究」
（2008.4）
　代表：米林喜男（新潟医療福祉大学副学長）

　（24）「高流動性社会を背景とした農村への
人口流入と新たな『場所性』の構築プロセ
スに関する研究」（2009.9）
　代表：後藤春彦（早稲田大学）

　（25）「日韓比較からみる青少年の社会化環
境」（2011.6）
　代表：渡辺秀樹（慶應義塾大学）

　（26）「地域の特性を生かした子育て支援
と保育のあり方の研究─ある地方都市の家
庭・地域環境を事例として─」（2011.7）
　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（27）「長寿社会の地域力と健康─高齢者と
介護者の健康に着目して─」（2012.5）
　代表：甲斐一郎（東京大学大学院）

　（28）「農村コミュニティ変貌と資源管理・
協同組織─」（2013.11）
　代表：生源寺眞一（名古屋大学大学院）

　（29）「法律婚をこえた共同性とケアの実践
─事実婚と同棲の事例からみる家族の現在
─」（2014.5）
　代表：松木洋人（東京福祉大学）

　（30）「保育・教育方針からみた保育施設の
空間・環境の計画に関する研究」（2015.11）
　代表：定行まり子（日本女子大学）

　（31）「男性の育児参加を促進する要因─育
児休業取得者へのヒアリングから見えてく
ること─」（2016.5）
　代表：石井クンツ昌子（お茶の水女子大学
大学院）

　（32）「在宅家族介護者を支える地域介
護支援ネットワーク醸成に関する研究」
（2017.12）
　	代表：涌井智子（東京都健康長寿医療セン

ター研究所）

　（33）「子育ち・子育ての地域援助システム
の研究─ジェネラティビティに関するイン
タビュー調査から─」（2018.4）

　代表：加藤邦子（川口短期大学）

　（34）「北アフリカにおける福祉とコミュニ
ティ─チュニジアを中心に─」（2020.1）

　代表：岩﨑えり奈（上智大学）

　（35）「『はざま』を『あいだ』に組み換える—
想像力と配慮による当事者形成のプロセス
を考える—」（2021.6）牧野篤（東京大学）

	
　（36）「就学前施設の整備プロセスにおける
課題について」（2021.10）

　代表：小池孝子（東京家政学院大学）

　（37）「園における戸外・地域活用の実態と
意識に関する調査研究─コロナ前後の変化
に注目して─」（2022.5）

　代表：宮田まり子（白梅学園大学）

　（38）「高校入学者選抜システムの地域間比
較：その教育的・社会的影響の多様な在り
方に関する社会学的研究」（2023.6）

　代表：中村高康（東京大学）

　（39）「戸外保育での『持続可能性』に向け
た実践に関する調査研究」（2024.6）

　代表：辻谷真知子（お茶の水女子大学）

＊市販はいたしておりませんので、ご希望の
方は当財団へ直接お申し込みください（送
料実費）。

		



「調査研究報告書」　頒価 2,000 円
　（1）「浦安市舞浜地域開発の影響調査」
（1989.6）
　浦安地域環境研究会（代表：米林喜男）

★（2）「都市化と寿命に関する研究─東京都
と大阪府の比較を中心に─」（1989）
　保健医療社会学研究会（代表：園田恭一）

★（3）「高齢者居住施設の改善方策に関する
検討」（1992.8）
　林千代（淑徳短期大学）

★（4）「高齢者が快適に暮らせる社会施設の
条件の調査研究」（1992.11）
　商品科学研究所（代表：三枝佐枝子）

　（5）「日本人口の高齢化とその要因の変化
─国勢調査結果を中心として─」（1994.5）
　山口喜一（東京家政学院大学）

★（6）育児書内容の国際比較分析─日米英仏
中五ヶ国の育児観─（1994.6）
　代表：加藤恭子（上智大学）

★（7）「首都圏におけるマンションライフ─
その快適な住まい方を探る─」（1995.10）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（8）「『日本におけるハビタット学会』の経
過と『国際都市理論の展開』」（1996.3）
　磯村英一（日本ハビタット学会会長）

　（9）「戦時女高師卒業者のライフコース─
教育と戦争の影響を中心に─」（1996.3）
　湯沢雍彦（お茶の水女子大学）他

　（10）「シニア男性のカジュアルウェアの
調査研究─若く活動的に過ごすために─」
（1996.9）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（11）「中山道上州路の庶民信仰と地域社会」
（1996.9）
　代表：谷沢明（愛知淑徳大学）

　（12）「生涯スポーツの選好に関する研究─
コミュニティと運動文化およびライフコー

スにおける運動選択に関する調査研究報告
書─」（1996.10）
　代表：伊藤滋（㈱プレジャー研究所代表取
締役）

　（13）「第 2 回ハビタット会議レポート
（1996年6月	イスタンブール）」（1996.11）
　磯村英一編（日本ハビタット学会会長）

　（14）「アメリカにおけるエイジングに
ともなう諸問題─第一部　意識調査─」
（1996.11）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

　（15）「アメリカにおけるエイジングにとも
なう諸問題─第二部　経済状態と健康度か
らみた住居選択の巾について─」（1997.5）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

★（16）「食卓の風景─食事マナーの国際比
較─」（1997.8）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師他）／比企寿美子（エッセイスト）

★（17）「地域社会におけるマナー意識とマ
ナー行動の研究」（1998.10）
　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（18）「養子・里親斡旋問題の再検討と改革
の提言」（1999.3）
　代表：湯沢雍彦（郡山女子大学）

　（19）「新潟県における大学＝地域交流─国
立と私立の比較分析─」（2000.7）
　代表：天野郁夫（国立学校財務センター）

　（20）「ボランティア活動と新しいコミュニ
ティ形成の日米比較」（2000.12）
　代表：園田恭一（東洋大学）

　（21）「補助金とコミュニティ」（2002.3）
　加藤秀俊（国際交流基金日本語国際センター
所長）

　（22）「家族のゆくえ─むかし・いま・これ
から─」（2008.3）

■ 出版物のご案内 ★印は在庫切れ
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員

　

生
源
寺
眞
一　
　
　

東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
授

　

竹
内　

章
二　
　
　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
常
務
執
行
役
員

　

服
部
万
里
子　
　
　

服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長

　

松
本　

守
雄　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
病
院
長

　

松
本　

康　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学
特
任
教
授

　

横
張　

真　
　
　
　

東
京
大
学
総
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機
構
特
任
教
授

【
顧
問
】

　

天
野　

郁
夫　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

井
手　

久
登　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

荏
開
津
典
生　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

加
藤　

恭
子　
　
　

仏
文
学
者

　

戸
沼　

幸
市　
　
　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授


